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１ はじめに 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「地教行法」という。）の一部改正によ

り、平成 20年４月から教育委員会の責任体制の明確化を図るため、各教育委員会は毎年、その

権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を公表することとされています。 

 

２ 目的 

地教行法第 26条の規定に基づき、教育委員会は教育に関する事務の管理や事業の執行状況に

ついて点検及び評価を行い、効果的な教育行政の推進に資するとともに事務事業における透明

性の確保と町民への説明責任を果たすことを目的とします。 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 点検・評価の内容 

三朝町教育委員会は、「“ふるさと”を輝かせ 心豊かに学び合う “みささ人（びと）”の育

成」を基本理念として令和２年５月に改訂した「三朝町教育大綱」の基本方針と、「みささっ子

教育ビジョン」の基本目標及び具体的施策に沿った具体的事業の実績をとりまとめ、それぞれ

の目標値に照らし合わせた成果と課題を基に内部評価を行った後、学識経験を有する者等の識

見を活用するため教育行政評価委員会からの意見を聴取し、客観性を確保するとともに今後の

課題や改善策をまとめました。 

計画（Plan・教育事業計画）→実行（Do・事業実施）→検証（Check・第三者評価）→改善（Action・

事業改善）の PDCAサイクルを回すことにより、教育行政の効果的な事業推進を図ります。 

 

４ 議会・町民への報告 

報告については、「三朝町教育委員会の事務に関する評価報告書」として議会に提出した後、

本町のホームページに掲載し、町民が閲覧できるようにします。 

 

５ 評価の対象及び手法 

(１) 評価対象事業 

   三朝町教育大綱及びみささっ子教育ビジョンに基づき策定した令和２年度教育事業計画に

掲載した 74の具体的事業を対象としています。 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第 26条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職

員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならない。  

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 
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(２) 評価の手法 

   教育行政評価シートにより、内部評価として各事業の実施状況及び成果と課題について事

務局で点検・評価を行い、それをもとに教育委員会による三朝町教育大綱の基本方針別みさ

さっ子教育ビジョン基本目標と具体的施策ごとの評価を実施した後、教育行政評価委員会に

よる外部評価を行って問題点を明らかにし、課題や具体的な改善内容、今後の方向性を検討

するとともに、三朝町教育大綱の基本理念に沿った教育行政が執行されているかどうかに着

目して評価を行いました。 

 

(３) 評価の基準（４段階評価） 

ランク 達 成 度 

ランクＡ 80％以上の達成 

ランクＢ 相当程度達成（79％～60％）着実に進捗 

ランクＣ やや不十分（59％～40％） 

ランクＤ 不十分（30％～20％） 

 

６ 評価結果の概要 

(１) 内部評価 

   内部評価は、令和２年度三朝町教育事業計画において目標値を設定した 74の具体的事業に

ついて、前述の評価基準により事務局が４段階で自己評価を行いました。 

達 成 度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

具体的事業数（事務局評価） ４０ １９ ８ ７ 

 

(２) 教育委員会評価 

   教育委員会評価は、内部評価の結果をもとに、三朝町教育大綱の基本方針７区分別みささ

っ子教育ビジョン基本目標と具体的施策ごと（全 26項目）について、教育委員が評価を行い

ました。 

達 成 度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

具体的施策数（教育委員会評価） １２ １２ ２ ０ 

 

(３) 教育行政評価委員会評価（外部評価） 

   外部評価は、内部評価と教育委員会評価の結果をもとに、教育行政評価委員が客観的な見

識で４段階評価を行いました。 

   【令和２年度分 三朝町教育行政評価委員】（順不同） 

氏 名 選出区分 

藤井 博美  地域代表（地域協議会の役員） 

知久馬 寛子  保護者代表（学校の保護者会の役員） 

北野 昭雄  学識経験者 
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(４) 評価結果の総括 

   令和２年度分の点検・評価においては、評価項目ごとに各委員からさまざまな意見や具体

的な改善案の提案をいただきました。 

 

まず、１年以上続くコロナ禍においても、各校で滞りなく学校教育が進められていること

に対して一定の評価をいただいた一方、三朝町教育大綱における基本理念実現のための基本

方針に沿い、みささっ子教育ビジョンで示す目指す子ども像の実現に向け、本町における将

来の教育のあり方を見据えた新たな学校施設の整備を積極的に進めていくべきといった意見

をいただきました。 

 

それと同時に、「第 11 次三朝町総合計画」へも主要施策として位置付けられている今後の

特色ある本町の教育のあり方として、令和３年度から中学校においても完全実施となった新

学習指導要領を進めていくうえで欠かせない教育ＩＣＴを活用した授業の実践についても、

関係機関と連携しながら本格的に取り組んでいく必要があります。 

 

全体の点検・評価結果をとおし、各委員からはコロナ禍において派遣が困難となっている

台中市石岡区との中学生相互交流事業及び中学生手作り訪仏事業について、オンラインを活

用した交流の継続に加え、全生徒が国際交流に触れられる取り組みの検討を行うべきとの意

見をいただきました。また、人権学習については、これまでのやり方に固執することなく、

柔軟な発想と工夫で保護者を含めた多くの町民が参加することのできる効果的な取り組みを

検討するべきとの指摘や、気軽に利用しやすい図書館づくりについては、利用方法を広く周

知し、利用者を大切にする図書館を目指してほしいという期待を込めた意見もいただきまし

た。教育委員及び教育行政評価委員の意見については、「８．評価結果と各委員の意見等」に

記載しています。 

 

教育活動は、事業の実施による結果が直ちに出るものばかりではなく、その成果を示すこ

とが難しいものも多くあります。しかし、実証的に成果を検証する観点から、適切な数値等

の目標を掲げて課題解決に向けた取り組みを行うことは必要です。三朝町教育大綱の基本理

念実現を目指し、社会の変化や時代の進展を踏まえた教育行政を推進するため、教育上必要

な需要を的確に把握し、事業の必要性や優先度を十分検証したうえで、計画的に事業を執行

していくことが重要であり、かつ、限られた財政状況の中で事務の効率化を図り、国県補助

等を活用した財源の確保にも努める必要があります。 

 

三朝町教育委員会では、今回の評価結果を踏まえた今後の方向性等を次年度の教育事業計

画に反映させ、最良な取り組みとして各事業を進めていくこととしており、今後も定期的に

事業の点検と評価を実施しながら、必要に応じて事業の改善や見直しを行い、効果的な教育

行政の推進に努めていきます。 

 

                          令和３年５月  

                            三朝町教育委員会 
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７ 令和２年度施策と成果指標 

  

三朝町教育大綱基本方針別みささっ子教育ビジョン基本目標と具体的施策にかかる具体的事業 
教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R2 目標値 

(1) 

未来を拓く

「 生 き る

力」を育て

る「みささ

教育」の実

現 

(1) 

確かな学力の育成 

Ⅰ. 

学ぶ意欲の醸成と学力向上 

１． 

学力向上事業 

標準学力調査の５教科正答率 

全国平均以上 

２． 

学力アップ土曜学習事業 

事業実施回数 小学校年４

回、中学校年 11 回 

３． 

少人数学級加配教員配置事業 
小学校第４学年の２クラス化 

Ⅱ. 

教育課題に対応する教育の

推進 

４． 

みささイングリッシュシャワープ

ログラム 

就学前児・小学校低学年への

英語教室回数 月２回  

保こ小中の連携強化 

５． 

外国語指導助手活動事業 

学校稼働日における外国語指

導助手の活動日率 90％ 

Ⅲ. 

特別な教育的支援の充実 

６． 

特別支援教育事業 

特別支援教育支援員配置 小

学校４人、中学校１人 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅰ. 

豊かな心の育成 

７． 

いじめ・不登校対策事業 

心の状況調査 年２回 

調査実施後の個別教育相談 

年１回 

８. 

不登校対策支援員配置事業 

新規不登校出現率 前年度以

下 

９. 

心の教室相談員設置事業 

心の教室利用者数 30 人/月

（平均）以上 

(3) 

健やかな体の育成 

Ⅱ. 

健康教育の推進 

10. 

命を大切にする学習事業 
各学校実施回数 年２回 

(5) 

豊かに関わる力の育成 

Ⅱ. 

多様な交流活動の充実とコ

ミュニケーション能力の向

上 

11． 

中学生手作り訪仏事業 

全校生徒が事業に触れる機会 

年２回以上 

12. 

台中市石岡区との中学生相互交流

事業 

全校生徒が事業に触れる機会 

年３回以上 

13. 

小学校相互交流事業 

ＩＣＴを活用した授業交流 

年３回 

14. 

大人の背中運動 

学校と連動し児童生徒を主体

としたあいさつ運動の実施 

年３回 

15． 

三朝町・城陽市文化スポーツ交流

事業 

派遣参加者 20 人 

参加児童の交流学習の達成度 

80％ 

(2) 

ふるさとを

学び・愛す

る「みささ

人（びと）」

の育成 

(4) 

ふるさと愛の醸成 

Ⅰ. 

ふるさとを愛する教育の推

進 

16. 

小中学校創意と特色ある学校づく

り推進事業 

各校で独自の特色ある学習の

実施 

17． 

小中学校総合的学習事業 
各校で体験学習の実施 

18. 

みささ町かがやく子どもフェステ

ィバル開催事業 

来場者数 400 人 

来場者の満足度 60％ 

Ⅱ. 

ふるさとに触れる機会の充

実 

19． 

地域が育てる子ども総合対策事業 

あおぞら体験塾参加者数 30

人/回 

自己の成長を感じた児童の割

合 60％ 

20． 

青少年育成町民会議補助金事業 
町民会議の開催 

(5) 

豊かに関わる力の育成 

Ⅰ. 

社会参画意識の醸成 

21． 

青少年団体育成事業 
高校生参画事業の実施 
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教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R2 目標値 

(3) 

安心・安全

な教育環境

整備と地域

と共に歩む

学校づくり 

(1) 

確かな学力の育成 

Ⅱ. 

教育課題に対応する教育の

推進 

22． 

教育ＩＣＴ戦略策定事業 

小中学校での授業におけるＩ

ＣＴ端末の活用 月複数回 

23． 

小中学校ＧＩＧＡスクール構想整

備事業 

教育用タブレット端末の配備

率 100％ 

Ⅳ． 

学びの連続性を重視した教

育の推進 

24． 

みささっ子教育連携充実事業 
授業研究会の開催 年３回 

(6) 

教育コミュニティづくりの

推進 

Ⅰ. 

地域一円の学校支援 

25． 

学校支援推進事業 

コーディネーターの配置 

ボランティア登録者数 30

人 

コミュニティスクールの検討 

(7) 

教育環境の充実 

Ⅰ. 

学校教育における質の向上 

26． 

学校運営支援員配置事業 

特別支援研修会開催 年２回 

就学前訪問 年３回 

Ⅱ. 

学校施設の整備充実 

27． 

学校等施設検討委員会開催経費 

検討結果をまとめた提案書の

提出と公表 

28． 

小中学校特別備品整備事業 

児童用机椅子 計 43 組整備 

中学校体育館テラス用人工芝

整備 

29． 

小中学校施設維持修繕事業 

小学校教室建具等修繕工事 

中学校水回り点検補修工事 

中学校普通教室遮光カーテン

設置 

中学校事務室等ブラインド設

置 

小中学校緊急的維持修繕への

対応 

30． 

小学校施設整備事業 
小学校施設基本設計の完了 

31. 

小中学校教科書改訂特別事業 

学習指導要領改訂に係る教師

用教科書・指導書の整備 

32． 

中学校トイレ改修事業 

和式トイレ 20 基（半数）の洋

式化 

33． 

中学校壁面等改修事業 
中学校校舎の雨漏り防止 

34． 

小中学校ＯＡ機器等備品整備事業 

中学校校務用ＰＣ更新 

教員用タブレット整備 

中学校普通教室天吊りプロジ

ェクター整備 

Ⅲ. 

児童生徒の通学支援 

35． 

放課後児童対策事業 
利用希望児童受入率 100％ 

36． 

特別支援学校児童生徒通学支援事

業 

ミニバンによる対象児童生徒

の送迎実施 

37. 

高校生等遠距離通学費補助金事業 

補助対象生徒の制度利用率 

90％ 

38. 

小中学校遠距離通学費補助金事業 

補助対象児童生徒の制度利用

率 100％ 

(4) 

生涯スポー

ツ活動の普

及と健康な

心と体づく

りの推進 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅱ. 

情操教育の推進 

39． 

中学校運動部活動外部指導者派遣

事業 

外部指導員 ３人 

40. 

三朝町スポーツ少年団補助金事業 
団員数 160 人 
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教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R2 目標値 

(4) 

生涯スポー

ツ活動の普

及と健康な

心と体づく

りの推進 

(3) 

健やかな体の育成 

Ⅰ. 

体力向上の推進 

41． 

食育推進事業 

県産地消率 90％以上 

給食訪問 各クラス年３回以

上 

42． 

スポーツ推進委員活動事業 
スポーツ教室の開催 年６回 

43． 

三朝町体育協会委託金事業 

各種スポーツ大会等参加者数 

1,800 人 

(5) 

生涯学び、

成長できる

豊かな暮ら

しの実現 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅰ. 

豊かな心の育成 

44． 

人権啓発講演会等事業 

人権講演会・講座等参加者満

足度 80％以上 

45． 

人権教育推進協議会委託金事業 

人権学級 51 集落開催（全集落

の８割） 

学 習 活 動 の べ 参 加 者 数 

1,000 人 

46． 

人権教育推進員設置事業 

人権教育協力員の拡充（９→

15 以上） 

(3) 

健やかな体の育成 

Ⅱ. 

健康教育の推進 

47． 

家庭教育支援基盤形成事業 

保育園、小学校、中学校にお

ける子育て親育ち講座の開催

数 保育園 ３回、小中学校 

各１回 

(5) 

豊かに関わる力の育成 

Ⅲ. 

視野の広い人材育成の推進 

48． 

未来を拓けみささっ子創造事業 

中学生が自分の将来の参考に

なったと答えた回答率 65％ 

― 

49． 

生涯学習講座「三朝大学」開催事

業 

三朝大学通信修了者 20 人 

50． 

気軽に利用しやすい図書館づくり 

入館者   30,000 人 

登録者    6,500 人 

貸出冊数  個人 95,000 冊 

       団体 20,000 冊 

       移動 15,000 冊 

51． 

より豊かで質の高い蔵書体系の構

築 

蔵書 102,500 冊 

52． 

ニーズに応えるきめ細かなサービ

スの提供 

リクエストサービス 

6,500 件 

相互貸出サービス  4,000 件 

相談業務（リファレンス) 

 2,500 件 

障がい者サービス  500 件 

多文化サービス  600 冊 

53． 

情報発信の強化 
ホームページ更新（月３回） 

54． 

移動図書館サービスの充実 

保育所・学童クラブ ５か所 

月１回 

集落・事業所等 26 か所 月

１回 

55． 

子どもたちの読書活動と学習活動

を支援 

お話会（各保育所・支援セン

ター・美術館等） 55 回 

小中学習資料貸出 3,500 冊 

子どもが楽しめる行事 年２

回  

56． 

乳幼児の読書に親しむきっかけづ

くり 

ブックスタート  ４回 

ブックセカンド  ４回 

健診時のおはなし会 ４回 
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教育大綱 

基本方針 

みささっ子教育ビジョン 

基本目標と具体的施策 
具体的事業 R2 目標値 

(5) 

生涯学び、

成長できる

豊かな暮ら

しの実現 

― 

57． 

郷土資料の収集・適正管理保存・

提供 

新規収集・適正保存 100 冊 

展示による周知・継承 年１

回 

58． 

人と本の出会いの場づくり 

テーマ選書展示  20 回 

教室の開催 20 回 

59． 

地域住民の活動発表、コミュニテ

ィの推進 

特集・共催展示 10 回 

図書館行事 ６回 

ミニ講座 ２回 

図書館ボランティア推進 ５

名 

(6) 

文化、伝統、

地 域 資 源

（文化財）

の継承と芸

術の振興 

(2) 

豊かな心の醸成 

Ⅱ. 

情操教育の推進 

60． 

青少年劇場開催事業 
開催回数 年１回 

61． 

山口恵梨子杯将棋大会開催事業 
大会参加者数 80 人 

(4) 

ふるさと愛の醸成 

Ⅰ. 

ふるさとを愛する教育の推

進 

62． 

文化振興事業 

文化芸術サークル団体数 22

団体 

加入者数 230 人 

― 

63. 

三朝町音楽祭開催事業 
参加団体数 ５団体以上 

64． 

無形民俗文化財保存継承事業 
ジンショの実施 

65． 

三徳山遺跡発掘調査等事業 
調査成果報告と公表 

66． 

史跡等保存活用計画策定事業 
保存活用計画の策定・公表 

67． 

世界遺産登録促進事業 
調査成果報告会 １回 

68． 

日本遺産魅力発信推進事業 

御幸行列の実施、情報発信、

日本遺産サミットへの参加 

69. 

文化財保護調査委員会費 

委員会開催 ２回、視察研修 

１回 

70． 

名勝及び史跡三徳山史跡等買上げ

事業 

約 95,172 ㎡を公有地化 

71. 

県指定保護文化財三徳山三仏寺建

造物群保存修理事業 

鳥取県指定保護文化財「十一

面観音堂」の部分修理の実施 

― 

― 
72． 

教育委員視察研修事業 
先進地視察 年１回 

(3) 

健やかな体の育成 

Ⅱ. 

健康教育の推進 

73. 

調理センター施設管理事業 
施設の確実な点検の実施 

74． 

調理センター施設改修事業 

クリーンルームダスター電磁

開閉器等取替工事 

フードスライサー更新工事 

鮮度保持冷蔵庫更新 

消毒保管庫更新 等の実施 
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１
．

学
力
向
上
事
業

標
準
学
力
調
査
の

５
教
科
正
答
率

全
国
平
均
以
上

中
学
校
へ
教
材
（
問
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
整
備

し
、
学
力
向
上
を
図
っ
た
。

（
標
準
学
力
調
査
）

　
小
学
校

　
　
１
～
６
年
生
　
３
学
期
に
１
回
実
施

　
中
学
校

　
　
１
～
２
年
　
１
学
期
と
３
学
期
に
実
施

　
　
３
年
　
３
学
期
に
実
施

【
成
果
】

【
課
題
】

中
学
校
に
お
い
て
、
整
備
し
た
教
材
を
活
用
し
、
生

徒
の
学
力
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
よ
り
小
学
校
が
標
準
学
力
調
査

を
実
施
し
た
こ
と
で
、
経
年
変
化
が
捉
え
や
す
く
な

り
、
中
学
校
へ
の
学
習
支
援
の
引
き
継
ぎ
が
容
易
と

な
っ
た
。

中
学
１
年
生
、
小
学
４
～
５
年
生
に
お
い
て
正
答
率

の
一
部
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

三
朝
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
抱
え
る
学
習
課
題
に

つ
い
て
共
通
す
る
こ
と
を
分
析
し
、
指
導
方
法
の
改

善
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｃ

◎
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
難
し
い
学
校
運
営
を
強
い

ら
れ
る
中
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
課
題
に
つ
い
て

は
粘
り
強
く
き
め
細
や
か
な
指
導
を
お
願
い
す
る
。

★
(
1
)
Ⅰ
の
具
体
的
事
業
と
し
て
、
１
の
目
標
値
は

重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

1
6
、
2
2
、
2
3
、
2
4
な
ど
の
事
業
と
絡
め
て
継
続
的
で

複
合
的
で
地
道
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
小
中

が
つ
な
が
り
合
い
な
が
ら
積
み
上
げ
る
営
み
を
期
待

し
た
い
。

１
．

学
力
向
上
事
業

→
目
標
値
を
達
成
す
る
べ
く
、
整
備
す
る
教
材
を
効

果
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
的
確
な
分
析
を
行
い
、

指
導
方
法
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
小
中
の
連
携
に
つ
い
て
も
重
点
を
置
い
て
い

き
た
い
。

２
．

学
力
ア
ッ
プ
土
曜

学
習
事
業

事
業
実
施
回
数

小
学
校
年
４
回
、

中
学
校
年
1
1
回

土
曜
日
に
お
け
る
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
、
学
力
向

上
や
多
様
な
教
育
活
動
を
行
う
た
め
「
み
さ
さ
土
曜

学
校
」
を
実
施
し
た
。

　
小
学
校
…
年
２
回

　
　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
体
験

　
　
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り

　
　
※
き
も
だ
め
し
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

　
中
学
校
…
年
1
1
回

　
　
学
力
ア
ッ
プ
講
座

【
成
果
】

【
課
題
】

中
学
生
学
力
ア
ッ
プ
講
座
で
は
、
講
師
数
を
増
や

し
、
個
別
指
導
の
充
実
を
図
っ
た
こ
と
で
、
基
礎
基

本
を
定
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
発
展
的
に

学
び
を
深
め
た
い
生
徒
に
つ
い
て
も
講
師
を
分
担
し

て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
学
校
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
中
止
と
し
た
講
座

が
あ
っ
た
が
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
体
験
、
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
作
り
の
２
講
座
に
5
9
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

中
学
生
の
参
加
は
、
延
べ
2
4
8
名
の
参
加
が
あ
っ
た

が
、
講
座
後
半
に
参
加
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
。
生

徒
が
興
味
関
心
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
参
加
で
き
る
よ

う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

小
学
校
対
象
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
課
事

業
へ
統
合
す
る
。

Ｂ

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
小
・
中
学
校
と

連
携
を
強
め
て
学
力
向
上
に
向
け
て
事
業
を
展
開
し

て
く
だ
さ
い
。

★
学
力
ア
ッ
プ
講
座
に
我
が
子
が
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
、
勉
強
で
き
る
環
境
と
、
個
々
で
取
り
組
み
た
い

内
容
を
選
べ
る
な
ど
、
充
実
し
た
学
習
時
間
で
と
て

も
良
か
っ
た
。

３
．

少
人
数
学
級
加
配

教
員
配
置
事
業

小
学
校
第
４
学
年

の
２
ク
ラ
ス
化

協
力
金
方
式
に
よ
り
小
学
校
４
学
年
(
3
8
人
)
に
教
員

を
加
配
し
、
２
ク
ラ
ス
と
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

２
ク
ラ
ス
編
成
の
少
人
数
学
級
と
な
り
、
一
人
ひ
と

り
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
学
習
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
教
員
で
学
年
団
を
構
成
す

る
こ
と
で
、
後
進
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
た
。

特
に
な
し

Ａ

４
．

み
さ
さ
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
シ
ャ

ワ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

就
学
前
児
・
小
学

校
低
学
年
へ
の
英

語
教
室
回
数
　
月

２
回

保
こ
小
中
の
連
携

強
化

町
内
各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
及
び
小
学
校
に
お
い

て
、
教
員
、
小
学
校
外
国
語
指
導
助
手
及
び
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り

英
語
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
。
幼
児
期
か
ら
中
学
校

ま
で
切
れ
目
な
い
本
町
独
自
の
英
語
教
育
を
実
践
し

た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

園
及
び
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
及
び
英
語
教
育
を

毎
月
２
回
実
施
し
た
。
ま
た
、
小
中
各
校
で
作
成
し

た
学
習
作
品
を
交
換
掲
示
す
る
な
ど
、
つ
な
が
り
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
共
有
が
で
き
て
い
な

い
た
め
、
担
当
者
会
を
実
施
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

の
検
討
を
進
め
、
連
携
を
強
化
す
る
。

Ｂ

◎
外
国
語
教
育
は
、
幼
児
か
ら
の
継
続
し
た
学
び
が

大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
機
関
が
一
層
連
携
を

図
り
三
朝
町
の
特
色
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。

★
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
英
語
に
触
れ
る
こ
と
で
、
耳
で

も
覚
え
る
の
で
、
外
国
語
に
対
し
て
身
構
え
る
こ
と

な
く
学
習
に
入
れ
る
の
で
良
い
。

★
外
国
語
教
育
の
み
な
ら
ず
、
幼
少
期
か
ら
中
学
校

ま
で
の
切
れ
目
な
い
教
育
実
践
は
、
未
来
を
拓
く

「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
視
点
で
あ
る
。

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
指
導
助
手
等
の
人
材
の
活
躍
の
場

の
確
立
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
活
動
と
と
も
に
日
常
の
教

育
実
践
の
充
実
等
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
高
め
た

い
。

４
．

み
さ
さ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
シ
ャ
ワ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

→
幼
少
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
教
育
実
践
を
行
う
た

め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
検
討
と
共
有
を
早
期
に
行

い
、
園
小
中
の
連
携
強
化
に
努
め
た
い
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅰ
.

学
ぶ
意
欲
の
醸

成
と
学
力
向
上

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅱ
.

教
育
課
題
に
対

応
す
る
教
育
の

8
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５
．

外
国
語
指
導
助
手

活
動
事
業

学
校
稼
働
日
に
お

け
る
外
国
語
指
導

助
手
の
活
動
日
率

9
0
％

英
語
授
業
の
強
化
と
国
際
理
解
を
深
め
る
授
業
の
補

助
を
行
い
、
国
際
理
解
教
育
を
推
進
し
た
。

　
外
国
語
指
導
助
手
を
小
中
学
校
に
各
１
名
配
置

※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
国
語
指
導
助
手
の
早
期
帰
国

及
び
来
日
遅
延
に
よ
り
、
小
学
校
は
４
月
以
降
未
配

置

【
成
果
】

【
課
題
】

中
学
校
の
英
語
授
業
に
お
い
て
は
、
通
年
で
教
員
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

小
学
校
に
お
い
て
は
年
間
を
通
じ
て
配
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
令
和
３
年
度
は
専
科
教
員
の
配

置
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
外
国
語
指
導
助
手

の
着
任
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
で
あ
る
た
め
、
中
学

校
と
連
携
し
、
本
場
の
英
語
に
触
れ
る
機
会
の
提
供

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｃ

◎
教
員
免
許
状
を
持
っ
て
い
な
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
授
業
を

計
画
し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
と
は
望
ん
で
い
な
い

が
、
授
業
以
外
の
活
動
の
場
を
も
っ
と
工
夫
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
文
化
ホ
ー
ル
の
大
会
議
室
を
使
っ
て
、
英

語
だ
け
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施

し
た
り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
母
国
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
た

り
す
る
活
動
を
し
た
り
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
シ
ャ

ワ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
で
、
時
に
は
中
心
と
な
る

く
ら
い
に
活
動
を
す
る
等
、
「
英
語
に
触
れ
る
機
会

の
拡
大
や
充
実
」
の
た
め
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
も
っ
と
活

動
し
て
ほ
し
い
。

５
．

外
国
語
指
導
助
手
活
動
事
業

→
英
語
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
に
つ
な
げ
る
た
め
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
よ
り
活
躍
で
き
る
よ
う
、
園
小
中
の
連
携

を
強
化
し
て
活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
。

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅲ
.

特
別
な
教
育
的

支
援
の
充
実

６
．

特
別
支
援
教
育
事

業

特
別
支
援
教
育
支

援
員
配
置
　
小
学

校
４
人
、
中
学
校

１
人

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

支
援
員
を
配
置
し
、
授
業
中
の
問
題
行
動
や
教
室
全

体
の
授
業
環
境
改
善
を
図
っ
た
。

　
支
援
員
を
配
置
計
画
に
沿
っ
て
配
置
。

　
（
小
学
校
４
人
、
中
学
校
１
人
）

【
成
果
】

【
課
題
】

支
援
員
の
配
置
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
授
業
運
営
が
で

き
た
。
個
別
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
多
く
、
担

任
だ
け
で
は
十
分
な
支
援
が
で
き
な
い
中
、
支
援
員

が
個
別
の
配
慮
を
行
う
こ
と
で
、
担
任
が
全
体
指
導

に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

個
別
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
や
不
登
校
傾
向
の
児

童
生
徒
、
加
え
て
別
室
対
応
の
児
童
生
徒
が
お
り
、

配
置
さ
れ
た
支
援
員
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
各
校
の
配
置
バ
ラ
ン
ス

や
配
置
人
数
等
を
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
児
童
生
徒
の
個
性
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
教
育

体
制
も
、
三
朝
町
の
特
長
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
各
校
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
や
配
置
人
数
等
を
児
童
生

徒
の
実
態
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

★
個
別
支
援
の
度
合
い
は
児
童
生
徒
に
よ
っ
て
異
な

る
の
で
、
現
場
の
声
を
聞
い
て
人
員
配
置
に
努
め
て

ほ
し
い
。

★
配
置
と
と
も
に
研
修
の
場
が
提
供
さ
れ
て
い
く

と
、
よ
り
特
性
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
教
育
実
践

が
実
現
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

６
．

特
別
支
援
教
育
事
業

→
現
場
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
実
態
に
応
じ
た

配
置
を
行
い
、
加
え
て
研
修
の
充
実
を
図
る
こ
と
で

き
め
細
か
い
特
別
支
援
教
育
体
制
を
実
現
し
た
い
。

７
．

い
じ
め
、
不
登
校

対
策
事
業

心
の
状
況
調
査

年
２
回

調
査
実
施
後
の
個

別
教
育
相
談
　
年

１
回

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
校
生
活
に
お
け
る
心
の

状
況
を
把
握
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
未
然
防
止
に

努
め
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
（
全
校
児
童
生
徒
年
２
回
）

　
調
査
後
に
、
学
級
の
状
況
に
つ
い
て
学
年
団
で
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
そ
の
後
の
個
別
教
育
相
談
に

活
用
し
た
。
ま
た
、
要
支
援
の
結
果
を
示
し
た
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
、
生
徒
指
導
委
員
会
等
で
取
り
上

げ
て
支
援
の
検
討
に
つ
な
げ
た
り
、
保
護
者
と
情
報

共
有
し
た
り
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
調
査
に
よ
り
、
学
校
生
活
で
の
心
の

状
態
を
把
握
し
、
教
職
員
に
よ
る
早
期
対
策
の
検
討

が
で
き
た
。

状
態
を
早
期
に
把
握
で
き
る
が
、
不
登
校
児
童
生
徒

は
な
く
な
ら
な
い
た
め
、
結
果
を
活
用
し
た
有
効
な

対
策
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

Ｂ

◎
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
学
校
に
居
場
所
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。

★
不
登
校
に
な
る
原
因
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

と
思
う
。
児
童
生
徒
も
苦
し
い
が
、
保
護
者
も
同
様

に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
相
談
が
で
き
る
場
の

提
供
や
、
情
報
を
共
有
し
て
、
学
校
と
家
庭
が
つ
な

が
る
よ
う
に
引
き
続
き
努
力
し
て
ほ
し
い
。

７
．

い
じ
め
、
不
登
校
対
策
事
業

→
引
き
続
き
調
査
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
、
児
童

生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
を
意
識
し
、
相
談
で
き
る
場

の
確
保
と
併
せ
て
学
校
と
家
庭
、
地
域
の
情
報
連
携

に
努
め
た
い
。

８
．

不
登
校
対
策
支
援

員
配
置
事
業

新
規
不
登
校
出
現

率
　
前
年
度
以
下

不
登
校
生
徒
に
対
し
、
自
宅
へ
の
迎
え
な
ど
、
通
学

を
促
す
支
援
を
行
っ
た
。

　
支
援
員
配
置
（
１
名
）

　
不
登
校
児
童
生
徒
数

　
　
H
2
9
　
７
人

　
　
H
3
0
　
５
人

　
　
R
元
　
1
9
人

　
　
R
２
　
1
5
人

【
成
果
】

【
課
題
】

頻
繁
に
家
庭
訪
問
（
迎
え
）
を
行
っ
て
お
り
、
生
徒

と
の
つ
な
が
り
は
保
て
て
い
る
。
不
登
校
児
童
生
徒

総
数
と
し
て
は
昨
年
度
を
下
回
っ
た
。

頻
繁
に
生
徒
と
接
し
て
い
て
も
、
不
登
校
生
徒
は
な

く
な
ら
な
い
。
初
期
対
応
を
行
う
学
校
体
制
の
再
検

討
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
支
援
員
の
追
加
配
置
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
活
用
等

の
対
策
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｂ

★
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
活
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
さ
ら
に
望
み

た
い
。

８
．

不
登
校
対
策
支
援
員
配
置
事
業

→
実
態
に
応
じ
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
活
用
検
討
と
併
せ
、
支

援
員
の
追
加
配
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

９
．

心
の
教
室
相
談
員

設
置
事
業

心
の
教
室
利
用
者

数
　
3
0
人
/
月

（
平
均
）
以
上

生
徒
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
軽
減

す
る
た
め
、
心
の
教
室
を
設
置
し
、
い
じ
め
や
不
登

校
を
未
然
に
防
止
す
る
。

　
心
の
教
育
相
談
員
を
中
学
校
に
配
置
。

　
　
利
用
者
数
　
6
2
1
人
／
年

　
　
相
談
者
数
　
 
2
5
人
／
年

【
成
果
】

【
課
題
】

月
平
均
約
6
0
人
の
利
用
生
徒
に
対
し
、
相
談
員
が
優

し
く
見
守
り
、
個
々
が
抱
え
る
課
題
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

不
登
校
傾
向
の
生
徒
に
登
校
を
促
し
た
り
、
玄
関
で

出
迎
え
た
り
し
な
が
ら
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

で
出
席
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
え
る
中
、
不
登
校
対
策
支
援

員
の
追
加
配
置
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
活
用
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

Ａ

Ｂ
Ｂ

(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅰ
.

豊
か
な
心
の
育

成応
す
る
教
育
の

推
進

9



(
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅱ
.

健
康
教
育
の
推

進

1
0
．

命
を
大
切
に
す
る

学
習
事
業

各
学
校
実
施
回
数

年
２
回

子
育
て
支
援
の
専
門
家
が
小
中
学
校
を
訪
問
し
、
学

習
を
と
お
し
て
命
へ
の
畏
敬
や
育
児
の
喜
び
を
学
ぶ

取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　
助
産
師
を
招
へ
い
。

　
小
学
校
２
回

　
中
学
校
２
回

【
成
果
】

【
課
題
】

話
を
聞
い
た
り
、
体
験
的
な
活
動
を
行
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
気
づ

き
、
家
族
や
友
達
を
大
切
に
す
る
心
情
も
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
の
流
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自

分
の
命
の
大
切
さ
を
学
習
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
今
の
時
代
は
動
物
を
飼
育
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
思
う
が
、
人
も
含
め
た
生
き
物
に
つ
い
て
も
命

の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

◎
年
に
数
回
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
児
童
生

徒
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
個
々
の
実
態
に
応
じ
た
指

導
が
大
切
で
あ
る
。

★
命
を
大
切
に
す
る
学
習
は
、
性
教
育
に
つ
な
が
る

の
で
、
助
産
師
と
先
生
が
連
携
し
て
低
学
年
か
ら

し
っ
か
り
学
習
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

1
0
．

命
を
大
切
に
す
る
学
習
事
業

→
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
内
容
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
違
う
角
度
か
ら
の
取
り
組
み
も
検
討
し
て
み
た

い
。

1
1
．

中
学
生
手
作
り
訪

仏
事
業

全
校
生
徒
が
事
業

に
触
れ
る
機
会

年
２
回
以
上

本
町
と
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
フ
ラ
ン

ス
共
和
国
ラ
マ
ル
ー
・
レ
・
バ
ン
町
へ
の
中
学
生
の

派
遣
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
し
、
次
の
と
お
り

豊
か
な
感
性
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提

供
し
た
。

・
中
学
校
に
よ
る
ラ
マ
ル
ー
へ
マ
ス
ク
を
送
る
取
り

組
み
へ
の
協
力

・
町
国
際
交
流
員
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
文
化
等
を
学
ぶ

講
座
（
中
学
１
～
２
年
生
対
象
）

・
給
食
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
提
供

【
成
果
】

【
課
題
】

派
遣
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
講
座
や
給
食

で
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
提
供
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

理
解
を
図
る
機
会
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
学
校
か
ら
ラ
マ
ル
ー
の
小
学
校
へ
マ
ス
ク
を

送
る
取
り
組
み
は
、
交
流
の
継
続
化
を
図
る
も
の
と

な
っ
た
。

令
和
３
年
度
も
派
遣
は
厳
し
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
感
覚
を
身
に
付
け
る
機
会
の
提
供
や
、
姉
妹
都
市

の
理
解
に
関
す
る
学
習
内
容
の
発
展
的
な
検
討
が
必

要
。

Ｂ

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
交
流
は
困
難
で
あ
る

が
、
三
朝
町
の
特
色
で
あ
る
国
際
交
流
事
業
を
マ
ス

ク
の
送
付
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
等
で
行
っ
た
こ
と
は
、

大
変
有
意
義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
工
夫

を
凝
ら
し
た
交
流
を
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
な
ど
、
で
き
る

範
囲
で
交
流
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

★
コ
ロ
ナ
禍
で
、
直
接
会
う
交
流
は
で
き
な
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
う
ま
く
活
用
し
て
交

流
事
業
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

★
中
学
生
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
の
場
で
あ
り
、

交
流
を
通
じ
て
培
わ
れ
る
も
の
の
大
き
さ
は
他
に
代

え
難
い
。
そ
れ
故
、
そ
の
時
だ
け
の
も
の
、
訪
問
し

た
生
徒
だ
け
の
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
な
働
き
掛
け

や
創
意
工
夫
が
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
が
今
後
の

た
め
に
も
重
要
だ
と
思
う
。

1
1
．

中
学
生
手
作
り
訪
仏
事
業

→
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
交
流
の
継
続
と
国
際
理

解
を
す
る
機
会
の
提
供
は
止
め
る
こ
と
な
く
進
め
て

い
き
た
い
。

加
え
て
、
全
て
の
生
徒
が
国
際
交
流
に
触
れ
る
機
会

の
提
供
に
も
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

1
2
．

台
中
市
石
岡
区
と

の
中
学
生
相
互
交

流
事
業

全
校
生
徒
が
事
業

に
触
れ
る
機
会

年
３
回
以
上

三
朝
中
学
校
と
姉
妹
校
協
約
を
結
ん
で
い
る
台
湾
台

中
市
石
岡
國
民
中
学
と
の
相
互
派
遣
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
止
と
し
、
次
の
と
お
り
豊
か
な
感
性
と
国
際

感
覚
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提
供
し
た
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
意
見
交
換

会
（
中
学
３
年
生
対
象
）

・
県
国
際
交
流
員
に
よ
る
台
湾
文
化
等
を
学
ぶ
講
座

（
中
学
１
～
２
年
生
対
象
）

・
給
食
で
台
湾
料
理
を
提
供

・
県
に
よ
る
台
湾
料
理
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
協
力

【
成
果
】

【
課
題
】

相
互
派
遣
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
台
湾
講
座
や
給
食

で
の
台
湾
料
理
の
提
供
に
よ
り
、
台
湾
の
理
解
を
図

る
機
会
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
続
い
て
令
和
２
年
度
も
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
を
行
い
、
学
校
・
生
徒
間
の
絆

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
発
展
と
し
て
、
三

朝
中
学
校
の
卒
業
式
へ
向
け
て
石
岡
國
民
中
学
か
ら

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
寄
せ
ら
れ
た
。

令
和
３
年
度
も
派
遣
は
厳
し
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
を
発
展
的
に
行
う
と

と
も
に
、
県
国
際
交
流
員
や
国
際
交
流
財
団
に
も
協

力
い
た
だ
い
て
国
際
文
化
等
の
理
解
を
図
る
機
会
を

積
極
的
に
提
供
す
る
な
ど
、
交
流
の
継
続
化
へ
引
き

続
き
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

Ｂ

★
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
方
法
は
や
む
を
得

な
い
と
思
う
が
、
肌
感
覚
が
必
要
。

1
2
．

台
中
市
石
岡
区
と
の
中
学
生
相
互
交
流
事
業

→
コ
ロ
ナ
禍
で
相
互
派
遣
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、

国
際
交
流
に
「
触
れ
る
」
機
会
の
提
供
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

1
3
．

小
学
校
相
互
交
流

事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
授
業
交
流
　
年

３
回

本
町
と
友
好
都
市
盟
約
を
結
ん
で
い
る
滋
賀
県
多
賀

町
の
小
学
校
と
の
児
童
相
互
交
流
を
見
据
え
、
小
学

校
教
職
員
及
び
事
務
局
職
員
を
相
互
派
遣
し
、
交
流

の
本
格
化
に
向
け
た
環
境
の
確
認
と
交
流
形
態
の
検

討
を
行
う
予
定
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
相
互
派
遣
は
中
止
と
し

た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
対
応
等
の
た
め
、
連
絡
調

整
も
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
流
の
検
討
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
係
る
対
応
の
た

め
、
遠
隔
授
業
の
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
多

賀
町
と
の
交
流
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
遠
隔

従
業
を
行
う
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年

度
は
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｄ

Ｂ
Ｂ

(
5
)

豊
か
に
関
わ
る

力
の
育
成

Ⅱ
.

多
様
な
交
流
活

動
の
充
実
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
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1
4
．

大
人
の
背
中
運
動

学
校
と
連
動
し
児

童
生
徒
を
主
体
と

し
た
あ
い
さ
つ
運

動
の
実
施
　
年
３

回

あ
い
さ
つ
、
美
化
、
整
理
整
頓
な
ど
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む

こ
と
に
努
め
た
。

　
始
業
式
か
ら
５
日
間
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
。

【
成
果
】

【
課
題
】

あ
い
さ
つ
運
動
に
は
地
域
の
方
々
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
児
童
生
徒
に
お
け
る
生
活
習
慣
定
着
の
一
助
と

な
っ
た
。
履
物
を
そ
ろ
え
る
、
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
、
生
徒
会
及
び
児
童
会
と
連
携
し
、
1
1
月
に

各
校
で
児
童
生
徒
を
中
心
と
し
た
取
組
を
行
っ
た
。

児
童
生
徒
に
よ
る
取
組
の
紹
介
等
、
広
報
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

Ａ

◎
中
学
生
の
自
転
車
通
学
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
地

域
で
の
あ
い
さ
つ
の
機
会
が
減
る
傾
向
に
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
、
地
域
で
の
関
わ
り
方
を
考
え
る

こ
と
も
必
要
。

1
4
．

大
人
の
背
中
運
動

→
運
動
期
間
だ
け
の
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
地
域

に
暮
ら
す
児
童
生
徒
と
し
て
当
た
り
前
に
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
契
機
と
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
と
し
て
い
き
た
い
。

1
5
．

三
朝
町
・
城
陽
市

文
化
ス
ポ
ー
ツ
交

流
事
業

派
遣
参
加
者
数
2
0

人 参
加
児
童
の
交
流

学
習
の
達
成
度

8
0
%

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
を
通
じ
て
相
互
に
体
験

交
流
学
習
を
行
う
事
業
。

令
和
２
年
度
は
城
陽
市
へ
本
町
児
童
を
派
遣
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
事
業
を
中
止
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

交
流
先
の
京
都
府
で
は
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
事
業

実
施
の
た
め
の
調
整
が
困
難
で
あ
り
、
事
業
中
止
後

の
代
替
事
業
の
検
討
に
至
ら
な
か
っ
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
事
業
に
全
く
取
り
組
め
な
っ
た
。
今
後
は
コ

ロ
ナ
禍
で
も
継
続
可
能
な
交
流
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｄ
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1
6
．

小
中
学
校
創
意
と

特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
推
進
事
業

各
校
で
独
自
の
特

色
あ
る
学
習
の
実

施

各
学
校
ご
と
に
創
意
工
夫
し
た
事
業
に
取
り
組
み
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
児
童
生
徒
に
お
け
る
ふ
る

さ
と
愛
の
醸
成
に
努
め
た
（
補
助
事
業
）
。

　
小
：
ふ
る
さ
と
学
習
（
消
耗
品
等
）

　
　
　
外
国
語
活
動
（
教
材
費
）
等

　
中
：
映
像
製
作
を
通
し
た
学
習
に
よ
る

　
　
　
生
徒
の
理
解
と
教
員
の
活
用
力
の

　
　
　
向
上
（
外
部
講
師
招
へ
い
)

　
　
※
コ
ロ
ナ
禍
で
招
へ
い
中
止

【
成
果
】

【
課
題
】

学
校
ご
と
に
特
色
あ
る
事
業
に
取
り
組
み
、
児
童
生

徒
の
ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
よ
り
、
小
学

校
で
予
定
し
て
い
た
三
朝
小
ま
つ
り
が
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
音
楽
会
の
歌
唱
指
導
を
行
う
講
師
招
聘
を

行
っ
た
。

中
学
校
に
お
い
て
は
代
替
事
業
の
計
画
に
至
ら
な

か
っ
た
。
各
校
に
お
い
て
さ
ら
な
る
特
色
あ
る
事
業

を
創
造
し
、
児
童
生
徒
の
ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
を
図

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
に
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
か
検
討
を
進
め
る
。

Ｃ

★
可
能
な
限
り
、
小
中
間
で
連
続
性
の
あ
る
特
色
を

持
っ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
そ
こ
で

育
つ
子
ど
も
の
学
び
の
質
の
向
上
を
保
障
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
学
校
ご
と
の
６
年
間
＋
３
年

間
と
い
う
よ
り
、
９
年
間
を
と
お
し
て
の
創
意
と
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
教
育
づ
く
り
を
実
践
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
思
う
。

1
6
．

小
中
学
校
創
意
と
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

→
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
連
続
し
た
９
年
間
の
取

り
組
み
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

1
7
．

小
中
学
校
総
合
的

学
習
事
業

各
校
で
体
験
学
習

の
実
施

農
業
や
職
場
体
験
な
ど
価
値
あ
る
体
験
を
通
じ
、
主

体
的
に
学
ぶ
力
や
豊
か
に
表
現
で
き
る
児
童
生
徒
を

育
成
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

　
小
学
校
：
農
業
体
験
、
郷
土
学
習

　
中
学
校
：
職
業
体
験
な
ど

　
※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
ト
ラ
イ
ワ
ー
ク
中
止

【
成
果
】

【
課
題
】

児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
力
の
育
成
が
で
き
た
。

地
域
の
人
と
関
わ
っ
た
り
、
資
源
に
触
れ
た
り
す
る

こ
と
で
、
故
郷
を
愛
す
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
、
中
学
校
の

職
業
体
験
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
社
会
人
に
話
を
聞

く
取
り
組
み
に
切
り
替
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
有
意
義
な
学
習
を
提
供
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
職
業
観
を
育
む
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｂ

◎
１
次
産
業
と
と
も
に
６
次
産
業
を
学
習
（
体
験
）

で
き
れ
ば
、
一
層
ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
へ
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

★
土
は
触
ら
な
い
と
土
と
わ
か
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
が
体
験
学
習
は
大
事
と
思
う
。

1
7
．

小
中
学
校
総
合
的
学
習
事
業

→
ふ
る
さ
と
愛
に
つ
な
が
る
体
験
活
動
に
つ
い
て
、

内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

1
8
．

み
さ
さ
町
か
が
や

く
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
事

業

来
場
者
数
　
4
0
0

人 来
場
者
の
満
足
度

6
0
％

子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
小
中
学
校
で
の

取
り
組
み
な
ど
、
１
年
間
の
成
果
を
発
表
し
、
保
護

者
や
地
域
住
民
に
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組

み
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の

参
画
に
よ
っ
て
自
主
性
・
協
調
性
を
養
い
、
活
力
あ

る
青
少
年
の
育
成
に
努
め
た
。

来
場
者
数
：
子
ど
も
2
0
6
人
、
大
人
1
6
5
人
　
計
3
7
1

人 コ
ロ
ナ
対
策
に
十
分
に
注
意
し
た
上
で
実
施
し
た
。

新
規
の
取
り
組
み

・
体
験
ブ
ー
ス
に
地
域
協
議
会
、
町
文
化
サ
ー
ク
ル

の
出
展
を
依
頼

・
農
林
課
の
植
樹
事
業
と
コ
ラ
ボ

・
体
験
発
表
で
、
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
活
動
報
告
を
実
施
。

・
閉
会
行
事
で
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施

【
成
果
】

【
課
題
】

今
年
度
は
い
く
つ
か
の
新
規
の
取
り
組
み
を
実
施

し
、
特
に
地
域
と
子
ど
も
達
の
繋
が
り
を
意
識
し
た

内
容
と
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
子
供
た
ち
と
地
域
の

大
人
た
ち
が
繋
が
る
機
会
と
し
て
い
き
た
い
。

事
業
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
収
率
が
低
い
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
を

上
げ
る
方
法
や
、
そ
の
他
の
効
果
的
な
検
証
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ

★
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
で
、
中

学
生
も
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
に
も
な
り
、

地
元
の
方
々
と
の
交
流
の
場
に
も
な
る
の
で
、
引
き

続
き
行
っ
て
ほ
し
い
。

1
9
．

地
域
が
育
て
る
子

ど
も
総
合
対
策
事

業

あ
お
ぞ
ら
体
験
塾

参
加
者
数
　
3
0
人

/
回
自
己
の
成
長
を
感

じ
た
児
童
の
割
合

6
0
％

青
少
年
の
健
全
育
成
、
家
庭
、
地
域
の
教
育
力
向
上

を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
提
供
し
、

「
や
さ
し
く
た
く
ま
し
い
三
朝
の
子
ど
も
」
の
育
成

に
努
め
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
里
山
地
域
研
究
会
に
委
託
し
て
実
施
。

　
み
さ
さ
青
空
体
験
塾
(
委
託
)

今
年
度
は
4
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
し
た
が
、
５
月
～
３
月
に
か
け

て
は
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

あ
お
ぞ
ら
体
験
塾
の
延
べ
参
加
者
数
　
児
童
3
6
3
人

保
護
者
他
　
1
9
4
人

1
回
あ
た
り
の
平
均
参
加
者
数
　
児
童
3
3
人

参
加
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
と
て
も
満
足
」
「
満

足
」
と
答
え
た
児
童
の
割
合
7
8
％

【
成
果
】

【
課
題
】

参
加
児
童
が
特
に
自
然
の
中
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
ま
た
学
校
や
家
庭
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
る
機
会
で
あ
り
、
そ

う
し
た
体
験
に
よ
る
児
童
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い

る
。

事
業
を
受
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
地
域
研
究

会
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
継
続
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
方
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ

◎
各
種
団
体
の
高
齢
化
は
共
通
の
課
題
で
あ
る
た

め
、
幅
広
く
体
験
先
を
選
定
す
る
こ
と
も
必
要
。

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
っ
た
が
、
地
域
の
高
齢
化
が
進

み
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
が
減
少
し
て
い
る

の
で
、
も
っ
と
交
流
で
き
る
よ
う
な
企
画
で
地
域
で

育
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

◎
わ
か
り
や
す
い
目
標
値
に
な
る
と
、
聞
か
れ
る
方

も
、
事
業
を
実
施
す
る
方
も
や
り
や
す
く
な
る
の
で

は
と
思
う
。

1
9
．

地
域
が
育
て
る
子
ど
も
総
合
対
策
事
業

→
体
験
先
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
幅
広
く
選
定
し
、

地
域
の
協
力
を
い
た
だ
く
活
動
を
考
え
て
い
き
た

い
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

(
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅰ
.

ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
教
育
の
推

進 (
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅱ
.

ふ
る
さ
と
に
触

れ
る
機
会
の
充

実
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2
0
．

青
少
年
育
成
町
民

会
議
補
助
金
事
業

町
民
会
議
の
開
催

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
と
連
携
し
て
各
種
青
少

年
育
成
事
業
へ
の
支
援
等
を
行
っ
た
。

・
長
期
休
暇
の
｢
や
く
そ
く
｣
｢
生
活
心
得
｣
配
布

・
啓
発
資
料
の
配
布

　
（
S
N
S
ﾄ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
、
違
法
薬
物
等
）

・
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
募
集

・
各
種
見
守
り
活
動

【
成
果
】

【
課
題
】

町
民
会
議
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

活
動
自
体
も
他
市
町
村
と
比
較
し
て
低
調
。

町
民
会
議
の
あ
り
方
を
再
考
し
、
現
在
、
推
進
中
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
中
で
整
理
を
す

る
。

Ｄ

(
5
)

豊
か
に
関
わ
る

力
の
育
成

Ⅰ
.

社
会
参
画
意
識

の
醸
成

2
1
．

青
少
年
団
体
育
成

事
業

高
校
生
参
画
事
業

の
実
施

今
年
度
は
２
月
に
実
施
し
た
あ
お
ぞ
ら
体
験
塾
の

「
雪
あ
そ
び
」
に
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

た
。
中
部
管
内
の
各
高
校
へ
依
頼
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
２
校
2
7
名
（
内
町
内
の
生
徒
１
名
）
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

高
校
生
の
参
画
を
促
す
に
あ
た
り
、
高
校
生
へ
の
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
が
な
い
こ
と
が
課
題
と
考
え
、
高
校
を

通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

想
定
を
超
え
た
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

参
加
し
た
高
校
生
に
十
分
な
役
割
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
継
続
的
に
高
校
生
の
参
画

を
得
ら
れ
る
よ
う
計
画
的
に
募
集
を
行
う
ほ
か
、
打

ち
合
わ
せ
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
そ
の
力
を
有
効
に

発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
考
え
た
い
。

Ｃ
Ｃ

Ｂ

◎
三
朝
町
に
お
い
て
高
校
生
に
活
躍
の
場
を
設
け
る

こ
と
は
、
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
町
全

体
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
継
続
し
た
事
業
の
実
施

が
必
要
。

◎
高
校
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
せ
る
の

は
大
変
な
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
た
な

ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。

★
町
内
の
高
校
生
が
参
加
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

募
集
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

★
高
校
生
の
参
画
は
意
味
深
い
発
想
で
あ
り
、
ふ
る

さ
と
に
視
点
を
当
て
た
事
業
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
と

し
て
も
面
白
く
思
う
。
反
面
、
継
続
性
と
い
う
難
し

さ
も
含
ん
で
い
る
。

高
校
生
の
達
成
感
に
応
え
る
場
や
役
割
の
提
供
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。
軌
道
に
乗
れ
ば
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。

2
1
．

青
少
年
団
体
育
成
事
業

→
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
呼
び
掛
け
、
高

校
生
が
集
ま
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た

高
校
生
の
力
を
ど
ん
な
場
面
で
生
か
せ
る
か
具
体
的

な
目
標
設
定
を
考
え
た
い
。
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2
2
．

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略

策
定
事
業

小
中
学
校
で
の
授

業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
端
末
の
活
用

月
複
数
回

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
計
画
書

に
基
づ
き
、
学
校
に
お
け
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
週
２
回
半

日
ず
つ
各
校
へ
派
遣
。
教
材
作
成
や
授
業
支
援
を

行
っ
た
。

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
よ
る
児

童
生
徒
１
人
１
台
端
末
の
整
備
に
伴
い
、
教
職
員
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し

た
。

小
中
学
校
で
の
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
活
用

…
月
当
た
り
複
数
回

【
成
果
】

【
課
題
】

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
に
よ
り
、
授
業
等
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
が
図
ら
れ
、
確
実
に
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
へ
資
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
１
人
１

台
端
末
の
導
入
を
終
え
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的

な
端
末
等
の
活
用
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
事
務
局
及

び
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
教
員
の
研
修
を
計
画
的
に
実
施
し
、
早

期
に
授
業
に
お
け
る
端
末
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
小
中
各
１
校
の
地
域
性
を
生
か
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
実
践
が
必
要
で
あ
り
、
タ
ッ
チ
ペ
ン
を
活
用

し
た
授
業
や
ド
リ
ル
等
の
利
活
用
も
必
要
と
な
る
。

Ａ

◎
今
後
は
、
で
き
る
限
り
す
べ
て
の
先
生
が
、
同
じ

レ
ベ
ル
の
水
準
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
で
き
る
ス
キ

ル
が
必
要
で
あ
る
。

★
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
上
げ
る
た
め
に
、
そ
ち
ら
に

時
間
を
取
ら
れ
て
先
生
方
が
児
童
生
徒
と
関
わ
る
時

間
が
減
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

先
生
方
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

2
2
．

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
策
定
事
業

→
全
て
の
教
員
が
同
じ
水
準
で
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
学
習
を
児
童
生
徒
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
等
の
支
援
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
と
し
た

い
。

加
え
て
、
働
き
方
改
革
の
円
滑
な
推
進
に
よ
り
、
教

員
が
児
童
生
徒
と
触
れ
合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と

に
も
努
め
た
い
。

2
3
．

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

整
備
事
業

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
配
備
率

1
0
0
％

小
中
学
校
へ
児
童
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

（
i
P
a
d
）
を
リ
ー
ス
契
約
に
て
配
備
し
た
。

　
小
学
校
　
2
3
6
台

　
※
既
存
の
W
i
n
d
o
w
s
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
含
め
、
児
童

生
徒
１
人
１
台
端
末
を
配
備
（
1
0
0
％
）

　
中
学
校
　
1
7
7
台

　
※
全
校
生
徒
に
i
P
a
d
を
配
備
（
1
0
0
％
）

【
成
果
】

【
課
題
】

小
中
学
校
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
す
る
と
と
も

に
、
通
信
環
境
に
お
い
て
も
整
備
し
、
１
人
１
台
活

用
が
可
能
な
環
境
を
整
え
た
。

持
ち
出
し
、
破
損
時
、
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
な

ど
、
適
正
に
使
用
す
る
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
。

Ａ

★
環
境
整
備
と
と
も
に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
。
し
っ
か
り
と
人
権
を
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
の
指
針
を
位
置
付
け
て
お

き
た
い
。

2
3
．

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
整
備
事
業

→
教
育
の
情
報
化
は
情
報
モ
ラ
ル
教
育
と
併
せ
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅳ
．

学
び
の
連
続
性

を
重
視
し
た
教

育
の
推
進

2
4
．

み
さ
さ
っ
子
教
育

連
携
充
実
事
業

授
業
研
究
会
の
開

催
　
年
３
回

幼
児
期
か
ら
中
学
校
ま
で
連
携
し
た
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
、
小
中
学
校
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
等
を
開
催
し
た
。

・
校
内
授
業
研
究
会
（
年
３
回
）

　
講
師
：
高
旗
浩
志
教
授
（
岡
山
大
学
教
師
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
）

　
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
講
師
を
招
へ
い
（
オ
ン
ラ

イ
ン
含
む
）
し
、
公
開
授
業
、
講
演
を
通
じ
て
理
解

を
深
め
た
。

・
映
像
制
作
授
業
（
年
２
回
）

　
講
師
：
服
部
勝
孝
氏
（
映
像
作
家
）

　
※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
招
へ
い
中
止

【
成
果
】

【
課
題
】

大
学
教
授
に
よ
る
授
業
研
究
会
及
び
教
育
講
演
会
を

と
お
し
て
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。

連
携
し
た
取
り
組
み
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
教
職

員
の
指
導
資
質
向
上
に
資
す
る
継
続
的
な
取
り
組
み

の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３

年
度
は
そ
の
部
分
に
特
化
し
た
事
業
と
す
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
教
員
の
指
導
力
向
上
に
資
す
る
た
め
に
、
継
続
し

た
取
り
組
み
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

◎
連
携
し
た
取
り
組
み
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か
？

初
年
度
は
大
変
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
が
、
大

体
何
年
度
く
ら
い
か
け
て
仕
上
げ
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
思
っ
て
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

★
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
教
育
の
あ
り
方
の
実

現
。
そ
の
た
め
の
授
業
研
究
や
指
導
力
向
上
が
目
指

す
べ
き
方
向
と
な
る
べ
き
な
の
で
、
小
中
の
授
業
づ

く
り
を
柱
に
し
た
事
業
で
あ
り
た
い
。

９
年
間
、
三
朝
町
の
小
中
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
広
げ
る
授
業
づ
く
り
を
確
立
し
た
い

し
、
そ
の
た
め
に
も
中
長
期
的
な
視
野
や
持
続
性
の

あ
る
計
画
も
大
切
に
し
た
い
。

2
4
．

み
さ
さ
っ
子
教
育
連
携
充
実
事
業

→
教
職
員
の
指
導
資
質
向
上
に
資
す
る
継
続
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
そ
の
部
分
に

特
化
し
た
事
業
と
し
、
検
証
を
適
宜
行
い
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

(
6
)

教
育
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の

推
進

Ⅰ
.

地
域
一
円
の
学

校
支
援

2
5
．

学
校
支
援
推
進
事

業

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
者
数
　
3
0
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
検
討

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
　
2
8
人

　
(
う
ち
新
規
７
人
)

・
の
べ
活
動
日
人
数
　
1
3
9
人

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
設
置
で
き
な
か
っ
た
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
社
会

　
教
育
委
員
会
、
校
長
会
な
ど
で
概
要
説
明
を

　
行
う
な
ど
、
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
学
校
作
業
に
つ
い

て
、
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

登
録
者
は
、
新
規
が
７
人
あ
り
、
増
加
し
た
。

登
録
者
で
も
１
年
間
活
動
が
な
か
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
あ
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
目
指
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
中
で
、
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
含
め
た
運
営
体
制
を
検
討
す
る
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

◎
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
多

く
の
地
域
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
の
部

分
を
含
め
た
工
夫
が
必
要
。

★
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

お
ら
れ
た
方
が
活
動
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

2
5
．

学
校
支
援
推
進
事
業

→
地
域
協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
校

支
援
の
意
義
に
つ
い
て
、
広
く
丁
寧
に
周
知
を
続
け

て
い
き
た
い
。

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
配
置
を
目

指
す
。

Ａ
Ａ

(
1
)

確
か
な
学
力
の

育
成

Ⅱ
.

教
育
課
題
に
対

応
す
る
教
育
の

推
進
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(
7
)

教
育
環
境
の
充

実 Ⅰ
.

学
校
教
育
に
お

け
る
質
の
向
上

2
6
．

学
校
運
営
支
援
員

配
置
事
業

特
別
支
援
研
修
会

開
催
　
年
２
回

就
学
前
訪
問
　
年

３
回

教
員
の
指
導
力
向
上
や
各
種
教
育
の
理
解
の
た
め
の

指
導
助
言
や
研
修
会
実
施
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
さ

ら
に
就
学
指
導
に
係
る
連
絡
調
整
等
を
行
う
た
め
配

置
す
る
。

　
特
別
支
援
に
関
す
る
研
修
　
２
回

　
通
級
指
導
者
連
絡
会
　
1
1
回

　
町
内
就
学
前
訪
問
　
３
回

　
町
外
就
学
前
訪
問
　
３
回

　
就
学
指
導
及
び
特
別
支
援
に
係
る
研
修
会
等
を
計

画
し
、
関
係
機
関
と
連
絡
調
整
し
な
が
ら
実
施
し

た
。
ま
た
、
通
級
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
就
学
の
手
引
き
等

を
作
成
し
、
周
知
を
図
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

研
修
会
の
実
施
だ
け
で
な
く
、
初
任
者
へ
の
指
導
助

言
、
就
学
指
導
が
必
要
な
児
童
へ
の
対
応
等
、
指
導

主
事
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

指
導
主
事
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
お
互
い
の

業
務
負
担
を
軽
減
す
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

2
7
．

学
校
等
施
設
検
討

委
員
会
開
催
経
費

検
討
結
果
を
ま
と

め
た
提
案
書
の
提

出
と
公
表

本
町
に
お
け
る
望
ま
し
い
小
学
校
施
設
等
の
整
備
方

針
を
策
定
す
る
た
め
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
意
見
を

も
ら
う
検
討
委
員
会
を
令
和
元
年
度
に
設
置
。

令
和
２
年
度
は
検
討
委
員
会
を
複
数
回
開
催
し
、
検

討
結
果
を
ま
と
め
た
提
案
書
を
作
成
し
て
教
育
長
へ

提
出
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

検
討
委
員
会
に
お
い
て
専
門
的
見
地
か
ら
の
意
見
を

も
ら
い
、
最
終
的
に
提
案
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
新
た
な
施
設
の
候
補
地
も

協
議
・
提
案
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
な
し

Ａ

2
8
．

小
中
学
校
特
別
備

品
整
備
事
業

児
童
用
机
椅
子

計
4
3
組
整
備

中
学
校
体
育
館
テ

ラ
ス
用
人
工
芝
整

備

児
童
生
徒
が
使
用
す
る
机
椅
子
の
更
新
及
び
体
育
館

テ
ラ
ス
用
人
工
芝
の
整
備
を
行
い
、
学
習
環
境
の
快

適
化
を
図
っ
た
。

　
小
学
校
児
童
机
椅
子
　
計
5
6
組
更
新

　
中
学
校
体
育
館
テ
ラ
ス
用
人
工
芝
　
整
備

【
成
果
】

【
課
題
】

学
校
の
要
望
に
沿
っ
た
整
備
を
行
い
、
学
習
環
境
の

維
持
を
図
っ
た
。

特
に
な
し

Ａ

◎
学
校
運
営
に
お
い
て
必
要
な
経
費
は
、
ま
ず
安

全
・
安
心
を
優
先
順
位
の
上
位
に
置
き
、
今
後
も
適

切
に
措
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

2
9
．

小
中
学
校
施
設
維

持
修
繕
事
業

小
学
校
教
室
建
具

等
修
繕
工
事

中
学
校
水
回
り
点

検
補
修
工
事

中
学
校
普
通
教
室

遮
光
カ
ー
テ
ン
設

置 中
学
校
事
務
室
等

ブ
ラ
イ
ン
ド
設
置

小
中
学
校
緊
急
的

維
持
修
繕
へ
の
対

応

小
中
学
校
施
設
の
維
持
修
繕
を
行
い
、
安
全
で
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。

　
小
学
校
教
室
建
具
等
修
繕
工
事

　
中
学
校
水
回
り
点
検
補
修
工
事

　
中
学
校
普
通
教
室
遮
光
カ
ー
テ
ン
設
置

　
中
学
校
事
務
室
等
ブ
ラ
イ
ン
ド
設
置
　
等

【
成
果
】

【
課
題
】

予
定
事
業
及
び
追
加
事
業
の
全
て
を
完
了
。

各
施
設
と
も
老
朽
化
に
よ
り
修
繕
必
要
箇
所
は
多
数

あ
る
が
、
財
源
の
関
係
上
必
要
最
低
限
の
対
応
に
留

め
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て
い
る
。

Ａ

◎
学
校
運
営
に
お
い
て
必
要
な
経
費
は
、
ま
ず
安

全
・
安
心
を
優
先
順
位
の
上
位
に
置
き
、
今
後
も
適

切
に
措
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

3
0
．

小
学
校
施
設
整
備

事
業

小
学
校
施
設
基
本

設
計
の
完
了

新
た
な
小
学
校
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
基
本
設
計

を
完
了
し
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
実

施
設
計
へ
向
け
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

令
和
元
年
度
か
ら
継
続
し
て
基
本
設
計
業
務
を
進

め
、
９
月
に
完
了
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
中
に
本
格
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
実
施
設
計
に
つ
い
て
も
業
者
決
定
し
、
地
質

調
査
等
の
業
務
と
併
せ
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
３
年
度
内
に
実
施
設
計
を
確
実
に
進
め
、
令
和

４
年
度
か
ら
の
建
設
工
事
着
手
へ
向
け
る
。

Ａ

◎
学
校
運
営
に
お
い
て
必
要
な
経
費
は
、
ま
ず
安

全
・
安
心
を
優
先
順
位
の
上
位
に
置
き
、
今
後
も
適

切
に
措
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

3
1
．

小
中
学
校
教
科
書

改
訂
特
別
事
業

学
習
指
導
要
領
改

訂
に
係
る
教
師
用

教
科
書
・
指
導
書

の
整
備

小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
教
師
用
教

科
書
・
指
導
書
及
び
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
整
備
を

行
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

学
校
の
要
望
に
沿
っ
た
整
備
を
行
い
、
教
員
の
指
導

環
境
を
整
え
た
。

特
に
な
し

Ａ

◎
学
校
運
営
に
お
い
て
必
要
な
経
費
は
、
ま
ず
安

全
・
安
心
を
優
先
順
位
の
上
位
に
置
き
、
今
後
も
適

切
に
措
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ

(
7
)

教
育
環
境
の
充

実 Ⅱ
.

学
校
施
設
の
整

備
充
実

Ａ
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3
2
．

中
学
校
ト
イ
レ
改

修
事
業

和
式
ト
イ
レ
2
0
基

（
半
数
）
の
洋
式

化

和
式
便
器
を
洋
式
化
し
て
、
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
を

図
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

半
数
の
2
0
基
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
必
要
数
と
さ

れ
る
和
式
便
器
1
4
基
に
つ
い
て
洋
式
化
を
行
い
、
環

境
改
善
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
学
校
環
境
に
つ
い
て
確
認
し
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
改
修
を
行
っ
て
い
く
。

Ｂ

◎
学
校
運
営
に
お
い
て
必
要
な
経
費
は
、
ま
ず
安

全
・
安
心
を
優
先
順
位
の
上
位
に
置
き
、
今
後
も
適

切
に
措
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

★
誰
か
の
暮
ら
し
に
く
さ
の
改
善
、
よ
り
良
い
環
境

の
実
現
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
も
の
に
な
っ
て

い
く
の
で
、
新
設
で
な
く
て
も
改
修
や
整
備
等
が
適

切
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

3
3
．

中
学
校
壁
面
等
改

修
事
業

中
学
校
校
舎
の
雨

漏
り
防
止

中
学
校
校
舎
棟
北
面
の
サ
ッ
シ
廻
り
が
老
朽
化
に
よ

り
、
暴
風
雨
時
に
隙
間
か
ら
教
室
内
へ
雨
水
が
侵
入

し
て
い
た
。

サ
ッ
シ
廻
り
の
老
朽
化
し
た
シ
ー
リ
ン
グ
材
を
撤
去

し
て
新
し
く
シ
ー
リ
ン
グ
を
施
工
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

雨
水
の
進
入
が
防
止
さ
れ
、
適
切
な
授
業
環
境
と
整

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
な
し

Ａ

◎
学
校
運
営
に
お
い
て
必
要
な
経
費
は
、
ま
ず
安

全
・
安
心
を
優
先
順
位
の
上
位
に
置
き
、
今
後
も
適

切
に
措
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

3
4
．

小
中
学
校
Ｏ
Ａ
機

器
等
備
品
整
備
事

業

中
学
校
校
務
用
Ｐ

Ｃ
更
新

教
員
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
整
備

中
学
校
普
通
教
室

天
吊
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
整
備

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
計
画
的
に
整
備
し
た
。

　
中
学
校
校
務
用
Ｐ
Ｃ
　
1
5
台
整
備

　
中
学
校
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
　
1
2
台
整
備

　
中
学
校
１
年
２
ク
ラ
ス
へ
天
吊
り
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
タ
ー
　
整
備

【
成
果
】

【
課
題
】

計
画
通
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
を
完
了
。

機
器
活
用
が
進
み
、
教
職
員
の
自
発
的
な
活
用
が
促

進
さ
れ
た
。

更
新
等
考
慮
し
た
継
続
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
予
算

の
確
保
が
重
要
。

ま
た
、
更
な
る
活
用
能
力
の
向
上
が
必
要
。

Ａ

◎
学
校
運
営
に
お
い
て
必
要
な
経
費
は
、
ま
ず
安

全
・
安
心
を
優
先
順
位
の
上
位
に
置
き
、
今
後
も
適

切
に
措
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

3
5
．

放
課
後
児
童
対
策

事
業

利
用
希
望
児
童
受

入
率
　
1
0
0
％

旧
小
学
校
区
単
位
で
放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
学
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
。

三
朝
西
は
直
営
、
三
朝
東
及
び
三
朝
南
は
各
地
域
協

議
会
へ
運
営
を
委
託
し
、
年
間
を
通
じ
て
児
童
の
居

場
所
づ
く
り
に
努
め
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

全
学
年
の
利
用
希
望
児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。

な
お
、
利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
、
令
和
３
年
度
か

ら
は
三
朝
南
学
童
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

西
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
施
設
改
修
や
運
営
方
針

の
検
討
を
小
学
校
施
設
検
討
と
併
せ
て
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

Ａ

◎
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
地
域
、
学
校
及
び
家

庭
と
連
携
を
図
り
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

◎
南
学
童
ク
ラ
ブ
が
統
合
さ
れ
、
西
学
童
ク
ラ
ブ
の

今
後
の
施
設
充
実
な
ど
が
望
ま
れ
る
。

★
以
前
か
ら
声
が
あ
る
と
思
う
が
、
西
学
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
等
の
環
境
を
早
く
改
善
し
て
ほ
し
い
。

3
5
．

放
課
後
児
童
対
策
事
業

→
学
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

関
係
各
所
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
最
善
の
形
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て

も
具
体
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

3
6
．

特
別
支
援
学
校
児

童
生
徒
通
学
支
援

事
業

ミ
ニ
バ
ン
に
よ
る

対
象
児
童
生
徒
の

送
迎
実
施

養
護
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
通
学
手
段
と
し
て
通

学
支
援
事
業
を
行
い
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

た
。

　
運
行
回
数
 
1
4
4
回
（
7
2
日
）

【
成
果
】

【
課
題
】

利
用
者
の
安
全
を
確
保
し
、
さ
ら
に
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
２
年
８
月
よ
り
県
が
事
業
を
引
き
継
い
だ
。

特
に
な
し

Ａ

◎
支
援
に
必
要
な
経
費
は
、
引
き
続
き
措
置
し
て
も

ら
い
た
い
。

3
7
．

高
校
生
等
遠
距
離

通
学
費
補
助
金
事

業

補
助
対
象
生
徒
の

制
度
利
用
率

9
0
％

こ
れ
ま
で
の
集
落
か
ら
役
場
ま
で
の
通
学
費
補
助
に

加
え
、
県
が
実
施
す
る
高
校
生
補
助
制
度
を
活
用

し
、
定
期
券
購
入
者
（
7
,
0
0
0
円
以
上
）
へ
の
補
助

を
開
始
し
た
。

　
補
助
制
度
利
用
率
8
9
.
4
％

　
制
度
利
用
者
1
1
0
人
／
対
象
者
1
2
3
人

　
※
対
象
者
は
入
寮
者
及
び
他
補
助
受
給
者
除
く

【
成
果
】

【
課
題
】

県
制
度
の
拡
充
も
あ
り
、
例
年
よ
り
遠
距
離
通
学
者

を
持
つ
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
で
き
た
。

制
度
が
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。
補

助
申
請
者
へ
分
か
り
や
す
い
制
度
説
明
が
必
要
。

Ｂ

3
8
．

小
中
学
校
遠
距
離

通
学
費
補
助
金
事

業

補
助
対
象
児
童
生

徒
の
制
度
利
用
率

1
0
0
％

小
学
校
は
定
期
券
の
現
物
給
付
と
最
寄
り
の
バ
ス
停

ま
で
距
離
が
あ
る
児
童
へ
補
助
。

中
学
校
は
２
k
m
以
上
の
距
離
を
通
学
す
る
全
生
徒
に

補
助
。

【
成
果
】

【
課
題
】

遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
お
け
る
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
た
。

定
期
券
を
期
限
内
に
取
り
に
来
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
、
期
限
内
に
確
実
に
配
布
す
る
方
法
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ

(
7
)

教
育
環
境
の
充

実 Ⅲ
.

児
童
生
徒
の
通

学
支
援

Ａ
Ａ
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3
9
．

中
学
校
運
動
部
活

動
外
部
指
導
者
派

遣
事
業

外
部
指
導
員
 
３

人

部
活
動
の
充
実
・
発
展
を
図
る
た
め
、
外
部
指
導
者

を
派
遣
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
部
１
名

　
指
導
回
数
2
0
回
 
計
8
0
時
間

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
１
名

　
指
導
回
数
4
2
回
 
計
7
7
時
間

　
陸
上
競
技
部
１
名

　
指
導
回
数
1
5
回
 
計
3
0
時
間

【
成
果
】

【
課
題
】

外
部
指
導
者
を
３
名
に
配
置
し
、
外
部
指
導
者
の
専

門
性
を
生
か
し
た
部
活
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、
顧

問
（
教
員
）
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
部
指
導
者
の
役
割
に
つ
い
て
、
担
当
顧
問
に
周
知

し
、
効
果
的
な
活
用
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

Ａ

◎
外
部
指
導
者
の
部
活
指
導
は
、
専
門
性
が
高
く
、

ま
た
先
生
の
働
き
方
改
革
の
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る

の
で
、
今
後
も
定
期
的
に
指
導
状
況
等
を
確
認
し
な

が
ら
派
遣
す
る
こ
と
が
必
要
。

★
部
活
動
の
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
せ
っ
か
く
外

部
指
導
者
を
配
置
し
て
も
十
分
に
指
導
し
て
い
た
だ

く
時
間
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
あ
る
が
、
専
門

外
の
顧
問
に
と
っ
て
は
心
強
い
存
在
だ
と
思
う
。

4
0
．

三
朝
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
補
助
金
事

業

団
員
数
　
1
6
0
人

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
加
入
者
数
　
1
6
3
名

補
助
金
で
は
主
に
指
導
者
に
係
る
費
用
（
年
間
謝

金
、
保
険
料
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
費
用
）
を
支

援
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
指
導
者
に
係
る
制
度
の
変

更
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
シ
ス
テ
ム
の
更
新
等
が

あ
り
、
単
位
団
向
け
に
説
明
会
や
研
修
会
を
実
施
し

た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
、
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け

な
が
ら
、
各
単
位
団
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
町

と
し
て
引
き
続
き
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

単
位
団
に
よ
っ
て
は
指
導
者
の
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
地
域
人
材
を
ど
の
よ
う
に
し
て
掘
り

出
す
か
が
課
題
と
い
え
る
。

Ａ

4
1
．

食
育
推
進
事
業

県
産
地
消
率

9
0
％
以
上

給
食
訪
問
　
各
ク

ラ
ス
年
３
回
以
上

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
と
お
し
、
「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食

生
活
と
食
を
通
じ
た
健
康
管
理
を
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
児
童
生
徒
を
育
て
る
こ
と
に
努
め
た
。

　
地
産
地
消
率
 
9
5
％

　
食
育
指
導
の
実
施
率
 
1
0
0
％

　
給
食
訪
問
　
各
ク
ラ
ス
年
１
回
程
度

【
成
果
】

【
課
題
】

地
産
地
消

　
生
産
者
と
積
極
的
に
連
携
を
図
り
、
地
域
の

　
特
産
を
生
か
し
た
給
食
の
提
供
と
郷
土
愛
を

　
育
て
る
支
援
を
行
っ
た
。

食
育
指
導

　
中
学
校
で
は
親
子
食
育
教
室
を
開
催
。

　
町
報
に
給
食
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
、
学
校
の
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
毎
日
の
給
食
献
立
と
食
に

　
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
保
護
者
へ
食

　
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。

地
産
地
消

　
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今
後
の
町
産

　
食
材
の
調
達
難
が
懸
念
さ
れ
る
。

食
育
指
導

　
年
間
を
と
お
し
て
給
食
訪
問
を
実
施
し
、
児

　
童
生
徒
と
食
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
も
つ

　
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
黙
食
が
実
施

　
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
（
両
校
計
年
1
6
人
）
。
令
和

　
３
年
度
も
同
様
の
状
況
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

　
他
の
方
法
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｂ

◎
地
域
の
情
報
を
集
め
、
一
層
地
産
地
消
の
確
保
・

推
進
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

4
2
．

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
活
動
事
業

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

開
催
　
年
６
回

本
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
各

種
研
修
に
派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
な
委
員

会
を
開
催
し
実
技
・
講
習
を
行
う
。

・
当
初
は
町
民
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
実
施
を
検

討
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
規
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

・
中
国
、
全
国
で
の
委
員
の
研
修
会
も
中
止

・
ス
ポ
少
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
、
三
喜
苑

で
の
体
力
測
定
も
中
止

・
1
0
月
か
ら
ヨ
ガ
教
室
再
開

・
町
ス
ポ
レ
ク
祭
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
運
営

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
委
員
の
活
躍
の
機
会
が
減
少
す
る
中
で

も
、
毎
月
の
定
例
会
の
中
で
意
見
交
換
し
な
が
ら
で

き
る
活
動
を
模
索
し
、
新
た
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
運
動
の
指

導
に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

現
在
の
状
況
で
は
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開
催

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

Ｃ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ

(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅱ
.

情
操
教
育
の
推

進 (
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅰ
.

体
力
向
上
の
推

進
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4
3
．

三
朝
町
体
育
協
会

委
託
金
事
業

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
参
加
者
数

1
,
8
0
0
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
参
加
者
　
延
べ
7
2
6
人

・
４
～
５
月
に
計
画
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
を

中
止
し
た
ほ
か
、
郡
民
ス
ポ
レ
ク
祭
、
中
部
駅
伝
と

い
っ
た
広
域
的
な
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
。

・
一
方
で
、
町
駅
伝
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講

じ
た
う
え
で
可
能
な
限
り
競
技
を
実
施
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
健
康
や
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
可

能
な
限
り
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

三
朝
町
駅
伝
に
つ
い
て
は
他
町
で
も
同
様
の
大
会
の

中
止
が
相
次
ぐ
中
、
感
染
防
止
対
策
を
と
っ
て
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
競
技
部
で
も
活
動
が
し
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
郡
民
ス
ポ
レ
ク
祭
を
は
じ
め
と
し
た
大

会
の
中
止
は
意
欲
の
低
下
を
招
く
た
め
、
ど
の
よ
う

に
し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
て
い
く
か
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｃ
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4
4
．

人
権
啓
発
講
演
会

等
事
業

人
権
講
演
会
・
講

座
等
参
加
者
満
足

度
　
8
0
％
以
上

人
権
教
育
講
座
（
７
月
～
1
0
月
）

　
参
加
者
3
3
1
人
･
５
回
／
前
年
2
9
7
人
･
５
回

第
2
7
回
差
別
を
な
く
す
る
三
朝
町
集
会

（
R
2
.
1
1
.
2
9
）

　
参
加
者
1
5
4
人
／
前
年
参
加
者
2
3
4
人

【
成
果
】

【
課
題
】

人
権
教
育
講
座

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
各
団
体
の
呼
び
掛
け

　
の
成
果
で
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
の
講
座
も
８
割
以
上
が
新
た
な
気
付
き

　
が
あ
っ
た
と
回
答
。

差
別
を
な
く
す
る
三
朝
町
集
会

　
満
足
度
8
7
.
4
％
（
大
変
良
い
､
良
い
）

人
権
教
育
講
座

　
興
味
を
持
ち
や
す
い
テ
ー
マ
の
選
定
。

　
2
0
代
の
参
加
が
少
な
い
。

　
今
後
の
コ
ロ
ナ
前
提
の
開
催
方
法
の
検
討

差
別
を
な
く
す
る
三
朝
町
集
会

　
講
演
会
講
師
の
選
定
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
招

　
へ
い
方
法
の
検
討
（
リ
モ
ー
ト
も
含
め
て
）

　
3
0
代
以
下
の
参
加
者
が
少
な
い
。

Ａ

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
大
勢
が
集
ま
り
に
く
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
人
権
教
育
に
お
い
て
一
つ
で
も
気
付

き
が
あ
る
こ
と
は
、
成
果
で
あ
る
。
今
後
は
講
演
会

で
な
く
「
人
権
を
考
え
る
映
画
会
」
の
開
催
も
検

討
。

★
新
年
度
は
２
つ
の
事
業
に
お
け
る
3
0
代
以
下
の
参

加
者
増
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
目
標
値
の
一
つ
と
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
も
よ
い
と
思
っ
た
。

若
い
世
代
へ
の
働
き
掛
け
が
全
体
へ
の
働
き
掛
け
に

も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

4
4
．

人
権
啓
発
講
演
会
等
事
業

→
講
演
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
講
演
の
ほ
か
に
、

例
え
ば
映
画
上
映
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　
2
0
代
～
3
0
代
の
若
い
世
代
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
集
落
全
体
へ
の
呼
び
掛
け
だ
け
で
は
参
加
は

見
込
め
な
い
の
で
、
出
前
講
座
や
対
象
を
絞
っ
た
企

画
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

4
5
．

人
権
教
育
推
進
協

議
会
委
託
金
事
業

人
権
学
級
5
1
集
落

開
催
（
全
集
落
の

８
割
）

学
習
活
動
の
べ
参

加
者
数
　
1
,
0
0
0

人

人
権
学
級
（
1
0
月
～
1
2
月
）

　
実
施
2
3
集
落
／
全
6
3
集
落
（
3
6
.
5
％
）

　
参
加
者
3
2
3
人
／
前
年
3
2
集
落
参
加
者
5
0
8
人

　
未
実
施
集
落
の
代
替
事
業
と
し
て
人
権
教
育
講

　
座
の
テ
レ
ビ
放
送
を
実
施
。

　
N
C
N
で
全
2
0
回
放
送
（
1
0
～
1
1
月
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
　
1
3
0
人

部
落
解
放
月
間
に
伴
う
人
権
標
語
募
集
・
表
彰

　
小
中
学
校
か
ら
６
作
品
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、

　
チ
ラ
シ
広
報
に
利
用
。

　
郡
同
和
対
策
協
議
会
の
人
権
標
語
に
応
募

人
権
啓
発
リ
ボ
ン
等
の
着
用
（
７
月
～
８
月
）

　
町
内
事
業
所
、
保
育
所
、
小
中
学
校
、
役
場

　
各
職
員
等
へ
依
頼
。

大
会
派
遣

　
第
4
5
回
人
権
尊
重
を
実
現
す
る
鳥
取
県
研
究

 
 
集
会
…
中
止

　
第
7
2
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　
…
中
止

【
成
果
】

【
課
題
】

人
権
学
級

　
未
実
施
集
落
向
け
に
人
権
教
育
講
座
の
テ
レ
ビ

　
放
送
を
実
施
で
き
た
。

人
権
学
級

　
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
断
念
す
る
集
落
が
多
く
、

　
2
3
集
落
し
か
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
参
加
し
や
す
い
実
施
方
法
模
索

　
テ
レ
ビ
放
送
の
実
施
方
法
を
再
考
す
る
。

　
集
落
以
外
の
住
民
の
集
ま
る
機
会
を
活
用
し
た

　
出
前
学
級
の
検
討
（
老
人
会
、
地
域
協
等
）

Ｃ

◎
工
夫
を
凝
ら
し
粘
り
強
く
、
継
続
し
た
取
り
組
み

が
重
要
。

◎
こ
の
事
業
の
大
変
さ
は
よ
く
わ
か
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
事
業
を
中
止
や
ら
縮
小
や
ら
と
い
う
の
も
あ
っ
た

の
で
、
事
業
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
た

と
い
う
感
じ
は
し
た
。

◎
テ
レ
ビ
放
送
は
大
学
の
授
業
の
よ
う
で
難
し
く
感

じ
た
。
あ
の
よ
う
に
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
る
と
行
き

に
く
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
内
容
的
に
は
良

か
っ
た
と
思
う
が
、
全
町
民
に
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

★
コ
ロ
ナ
禍
で
と
言
え
ば
何
で
も
中
止
に
で
き
る
風

潮
は
あ
り
は
し
な
い
か
心
配
。
集
落
で
も
然
り
、
精

査
し
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

★
人
権
学
級
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
方
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

★
人
権
教
育
推
進
に
お
い
て
は
、
ど
ん
な
事
業
を
実

施
し
た
か
の
み
な
ら
ず
、
成
果
に
も
着
目
し
た
い
。

し
か
し
、
そ
の
成
果
は
簡
単
に
表
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
日
常
的
な
啓
発
の
継
続
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
難
し
さ
を
含
み
な
が
ら
で

は
あ
る
が
、
テ
レ
ビ
放
送
の
試
み
は
十
分
に
検
討
に

値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
心
に
届
く
人
権
教
育
の
推
進
に
今

後
も
努
め
た
い
。

4
5
．

人
権
教
育
推
進
協
議
会
委
託
金
事
業

→
テ
レ
ビ
放
送
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
学
習
機
会
を

提
供
す
る
点
で
は
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
改
善
し
て
い

き
た
い
。

　
人
権
学
級
は
人
権
に
関
す
る
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
共
有
し
て
、
新
し
い
気
付
き
を
得
る
場
と
し

た
い
。
参
加
者
が
気
楽
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ

う
、
内
容
や
進
行
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
心
配
も
あ
る

が
、
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
学
習
機
会

の
提
供
と
啓
発
を
行
う
。

4
6
．

人
権
教
育
推
進
員

設
置
事
業

人
権
教
育
協
力
員

の
拡
充
（
９
→
1
5

以
上
）

人
権
教
育
協
力
員
　
1
5
人
（
う
ち
新
規
７
人
）

　
年
間
３
回
の
協
力
員
会
議
に
お
い
て
、
各
人
権

　
施
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
人
権
学
級
や
人

　
権
教
育
講
座
等
の
実
施
に
つ
い
て
協
力
い
た
だ

　
い
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

目
標
と
す
る
1
5
人
の
協
力
員
を
確
保
し
、
人
権
施
策

に
つ
い
て
意
見
や
協
力
を
い
た
だ
く
等
の
活
動
が
で

き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
つ
つ
、
1
5
人
が
有
意
義
に
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
施
策
を
検
討
す
る
。

1
5
人
の
協
力
員
を
引
き
続
き
維
持
す
る
。

Ａ

◎
引
き
続
き
、
有
意
義
な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｂ
Ｂ

(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅰ
.

豊
か
な
心
の
育

成
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(
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅱ
.

健
康
教
育
の
推

進

4
7
．

家
庭
教
育
支
援
基

盤
形
成
事
業

保
育
園
、
小
学

校
、
中
学
校
に
お

け
る
子
育
て
親
育

ち
講
座
の
開
催
数

　
保
育
園
　
３

回
、
小
中
学
校

各
１
回

子
育
て
期
の
保
護
者
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
と
し

て
、
子
育
て
・
親
育
ち
講
座
（
県
補
助
事
業
）
を
町

内
各
保
育
園
、
小
中
学
校
に
実
施
を
呼
び
掛
け
、
講

師
費
用
等
を
支
援
。

令
和
２
年
度
は
、
小
中
学
校
校
長
会
や
保
育
園
の
園

長
会
で
開
催
を
呼
び
掛
け
た
が
、
１
園
の
開
催
に
留

ま
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

講
座
を
実
施
し
た
園
で
は
、
保
護
者
が
家
庭
で
は
見

ら
れ
な
い
子
ど
も
の
様
子
を
知
る
機
会
と
な
り
、
よ

り
親
子
の
関
わ
り
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

多
忙
な
学
校
、
園
の
中
で
特
別
に
講
座
を
実
施
す
る

こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
感
じ
る
。
既
存
の
事
業
と
の

併
催
も
考
え
な
が
ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
合
同
研
修
会
の
よ
う
に
、
縦
の
つ
な
が
り

を
持
っ
た
講
演
会
の
検
討
。

健
康
福
祉
課
や
町
民
課
と
連
携
を
取
り
、
子
育
て
に

役
立
つ
講
演
会
の
検
討
（
横
の
つ
な
が
り
）
。

Ｃ
Ｃ

Ｃ

◎
既
存
の
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
開
催

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

◎
健
康
福
祉
課
、
町
民
課
な
ど
横
の
連
携
を
充
実
さ

せ
て
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
修
等
の
検
討
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
会
を
開
く
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
園
と
社
会
教
育

課
が
ど
う
連
携
し
、
子
育
て
に
ど
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
か
が
大
事
。

★
各
行
事
で
忙
し
い
中
、
あ
ら
た
め
て
講
座
を
設
け

る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
事
業
の
内
容
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

★
子
育
て
期
の
保
護
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
な
ら
で
は
の
方
法

が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
会
合
形
式
と
と
も
に
よ
り
効

果
的
な
事
業
へ
と
高
め
た
い
。

4
7
．

家
庭
教
育
支
援
基
盤
形
成
事
業

→
園
や
学
校
に
お
け
る
家
庭
教
育
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
確
認
し
、
課
題
に
あ
っ
た
テ
ー
マ
で
研
修
会

を
企
画
し
た
い
。

内
容
に
よ
っ
て
は
合
同
の
研
修
会
と
い
う
方
法
も
考

え
た
い
。

(
5
)

豊
か
に
関
わ
る

力
の
育
成

Ⅲ
.

視
野
の
広
い
人

材
育
成
の
推
進

4
8
．

未
来
を
拓
け
み
さ

さ
っ
子
創
造
事
業

中
学
生
が
自
分
の

将
来
の
参
考
に

な
っ
た
と
答
え
た

回
答
率
　
6
5
％

企
業
経
営
者
や
、
昨
年
度
の
講
演
以
降
生
徒
と
の
関

わ
り
を
続
け
て
い
る
方
を
講
師
と
し
、
中
学
生
を
対

象
に
講
演
会
を
２
回
開
催
し
た
。

　
①
講
師
：
即
興
書
家
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ

　
　
期
日
：
1
1
月
４
日

　
　
会
場
：
三
朝
中
学
校

　
　
内
容
：
講
師
と
生
徒
1
0
人
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

　
　
　
　
　
ョ
ー
を
各
ク
ラ
ス
に
リ
モ
ー
ト
配
信

　
②
講
師
：
㈱
の
ぶ
ち
ゃ
ん
マ
ン
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
滝
下
信
夫

　
　
期
日
：
1
2
月
４
日

　
　
会
場
：
三
朝
中
学
校

　
　
内
容
：
講
演
と
併
せ
、
生
徒
を
壇
上
に
上
げ

　
　
　
　
　
質
疑
応
答
、
対
話
形
式
で
実
施
。

【
成
果
】

【
課
題
】

中
学
生
が
自
分
の
将
来
の
参
考
に
な
っ
た
と
答
え
た

回
答
率
　
8
2
.
9
％

①
に
つ
い
て
は
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
形
式
の
中
で
生
徒

に
自
由
な
思
い
を
引
き
出
し
発
表
さ
せ
る
経
験
の
場

と
な
っ
た
。
ま
た
自
分
の
発
言
に
責
任
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
②
に
つ

い
て
は
、
企
業
経
営
者
と
し
て
、
や
る
気
と
元
気
を

も
っ
て
常
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

た
だ
い
た
。

講
師
と
生
徒
が
や
り
と
り
を
行
う
対
話
形
式
の
講
演

方
法
は
、
講
師
の
思
い
が
生
徒
に
伝
わ
り
効
果
的
で

あ
る
。

中
学
生
に
対
し
て
夢
や
希
望
を
与
え
ら
れ
る
経
験
を

持
っ
た
講
師
の
選
定
及
び
交
渉
が
課
題
。

中
学
生
に
限
ら
ず
、
一
般
町
民
や
小
学
生
に
も
聴
い

て
も
ら
え
る
内
容
や
日
程
を
検
討
す
る
。

Ａ
Ａ

Ａ

◎
将
来
の
夢
や
希
望
を
も
っ
て
成
長
す
る
こ
と
は
、

大
変
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
生
徒
に
い
ろ
い
ろ
な

ジ
ャ
ン
ル
の
方
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
夢
や
希
望
を

膨
ら
ま
せ
て
も
ら
い
た
い
。

★
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
先
輩
と
の
つ

な
が
り
、
卒
業
生
の
足
跡
や
生
き
方
か
ら
学
び
、
自

身
の
未
来
を
拓
い
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
た
講
師
選

定
を
定
期
的
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
を
共
有
す
る
先
輩
か
ら
の
学
び
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
、
客
観
的
に
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

4
8
．

未
来
を
拓
け
み
さ
さ
っ
子
創
造
事
業

→
ジ
ャ
ン
ル
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
が
聴
け
る
よ
う
講
師

を
選
定
し
た
い
。
卒
業
生
の
中
か
ら
の
講
師
選
定
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

4
9
．

生
涯
学
習
講
座

「
三
朝
大
学
」
開

催
事
業

三
朝
大
学
通
信
修

了
者
　
2
0
人

三
朝
大
学
通
信
受
講
者
　
2
8
人

　
町
民
を
対
象
に
生
涯
学
習
講
座
と
し
て
年
８
回
の

講
座
を
計
画
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
を
中

止
。
代
替
事
業
と
し
て
事
務
局
で
テ
キ
ス
ト
を
作
成

し
て
配
布
す
る
「
三
朝
大
学
通
信
」
を
実
施
し
、
生

涯
学
習
機
会
の
提
供
継
続
を
図
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
も
可
能
な
生
涯
学
習
の
手
法
を
模
索
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
度
の
の
手
法
は
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
時
間
と
労

力
が
か
か
り
、
継
続
し
て
い
く
の
は
難
し
い
と
感
じ

た
。
一
方
で
、
特
に
高
齢
者
の
参
加
者
が
多
い
本
事

業
で
は
よ
り
感
染
の
リ
ス
ク
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
、
学
び
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
方
法
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ｂ

5
0
．

気
軽
に
利
用
し
や

す
い
図
書
館
づ
く

り

入
館
者

3
0
,
0
0
0
人

登
録
者

6
,
5
0
0
人

貸
出
冊
数

 
個
人
 
9
5
,
0
0
0
冊

 
団
体
 
2
0
,
0
0
0
冊

 
移
動
 
1
5
,
0
0
0
冊

入
館
者
数
 
2
2
,
7
2
2
人

登
録
者
数
 
 
6
,
8
0
3
人
　
実
利
用
者
1
,
5
6
4
人

貸
出
冊
数
9
1
,
5
5
5
冊
※
団
体
＋
個
人

 
 
・
個
人
 
7
3
,
3
0
6
冊

 
 
（
館
内
 
6
7
,
1
1
5
冊
、
移
動
 
6
,
1
9
1
冊
）

 
 
・
団
体
 
1
8
,
2
4
9
冊

 
 
（
館
内
 
9
,
2
5
3
冊
、
移
動
 
8
,
9
9
6
冊
）

【
成
果
】

【
課
題
】

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
入

館
者
数
・
貸
出
冊
数
と
も
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
一

定
数
を
保
つ
こ
と
は
で
き
た
。

登
録
者
数
は
多
い
も
の
の
実
利
用
者
は
1
,
5
0
0
人
あ

ま
り
で
あ
り
、
増
加
の
取
り
組
み
が
必
要
。

「
書
籍
と
し
て
読
む
」
こ
と
の
動
機
付
け
、
図
書
館

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
事
業
を
定
期
開
催

す
る
こ
と
も
必
要
。

Ａ

◎
引
き
続
き
、
利
用
し
て
み
た
く
な
る
図
書
館
づ
く

り
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

◎
利
用
の
仕
方
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
を
大
切
に
す
る
図
書
館
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

5
0
．

気
軽
に
利
用
し
や
す
い
図
書
館
づ
く
り

→
季
節
ま
た
そ
の
時
々
お
薦
め
の
本
（
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
本
）
を
選
定
し
、
展
示
等
を
工
夫
し
な
が

ら
、
親
し
ま
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
最
新
の
情
報
を
紹
介
し
更
新
し

て
い
き
ま
す
。
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5
1
．

よ
り
豊
か
で
質
の

高
い
蔵
書
体
系
の

構
築

蔵
書
　
1
0
2
,
5
0
0

冊

令
和
２
年
度
末
蔵
書
 
1
0
4
,
3
4
1
冊

 
 
・
一
般
図
書
 
 
 
 
　
6
0
,
5
9
0
冊

 
 
・
児
童
図
書
　
 
 
 
 
2
7
,
2
4
0
冊

 
 
・
文
庫
本
　
 
 
 
 
 
 
 
4
,
4
5
8
冊

　
・
郷
土
資
料
 
 
 
 
 
　
6
,
0
6
2
冊

 
 
・
点
字
資
料
　
 
 
 
 
 
 
 
 
4
7
冊

 
 
・
漫
画
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
9
7
冊

 
 
・
外
国
語
資
料
 
 
 
 
 
　
2
7
2
冊

 
 
・
雑
誌
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
,
4
1
1
冊

 
 
・
視
聴
覚
資
料
(
A
V
)
 
1
,
8
6
4
冊

【
成
果
】

【
課
題
】

令
和
２
年
度
に
郷
土
資
料
1
4
2
冊
を
受
入
。

約
2
,
0
0
0
冊
の
蔵
書
増
。

一
般
書
（
実
用
書
）
の
刷
新
が
進
ま
な
い
。

音
楽
Ｃ
Ｄ
を
充
実
す
る
こ
と
。

お
す
す
め
絵
本
の
買
換
え
及
び
複
本
の
準
備
。

Ａ

5
2
．

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー

ビ
ス
　
6
,
5
0
0
件

相
互
貸
出
サ
ー
ビ

ス
　
4
,
0
0
0
件

相
談
業
務
（
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
)

2
,
5
0
0
件

障
が
い
者
サ
ー
ビ

ス
　
5
0
0
件

多
文
化
サ
ー
ビ
ス

6
0
0
冊

予
約
処
理
 
7
,
3
5
8
件

相
互
貸
借
処
理
 
貸
出
4
4
3
冊
、
借
受
3
,
2
0
8
冊

相
談
業
務
処
理
 
1
,
6
1
9
件

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
ジ
ー
図
書
貸
出
）
 
3
8
9

件 多
文
化
サ
ー
ビ
ス
（
外
国
語
資
料
の
コ
ー
ナ
ー
を
継

続
設
置
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
や
児
童
書
等
も
配
架

し
、
よ
り
親
し
ま
れ
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

る
）

【
成
果
】

【
課
題
】

予
約
件
数
が
前
年
に
比
べ
少
し
増
加
し
た
が
、
迅
速

な
対
応
が
で
き
た
（
相
互
貸
借
機
能
の
操
作
を
全
職

員
が
習
得
し
た
こ
と
が
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
っ

た
）
。

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
周
知
が
足
り
な
い
こ
と
。

小
学
校
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
件
数
が
減
少
し
た
。

Ｂ

5
3
．

情
報
発
信
の
強
化

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更

新
（
月
３
回
）

月
間
予
定
、
展
示
紹
介
な
ど
の
内
容
を
定
期
的
に
更

新
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
件
数
の
増
加
に
努
め

る
。

　
更
新
3
3
回

【
成
果
】

【
課
題
】

図
書
館
行
事
や
季
節
の
展
示
に
つ
い
て
写
真
付
き
で

広
報
し
た
。

図
書
館
利
用
に
つ
い
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
案
内

の
提
供
が
必
要
。

ま
た
、
迅
速
な
情
報
発
信
・
更
新
を
行
う
た
め
の
情

報
収
集
に
努
め
る
。

Ａ

5
4
．

移
動
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

保
育
所
・
学
童
ク

ラ
ブ
　
５
か
所

月
１
回

集
落
・
事
業
所
等

2
6
か
所
　
月
１
回

移
動
図
書
館
3
9
0
回

　
集
落
2
1
か
所
、
施
設
・
事
業
所
７
か
所
、

　
保
育
所
・
学
童
・
支
援
セ
ン
タ
ー
５
か
所

移
動
図
書
館
貸
出
 
3
6
回
（
３
保
育
所
）

音
読
教
室
1
8
回

　
仁
の
里
1
2
回
、
な
の
花
６
回

【
成
果
】

【
課
題
】

移
動
図
書
館
車
を
計
画
ど
お
り
に
運
行
で
き
た
。
ま

た
、
事
業
所
巡
回
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
同
し
た
こ

と
に
よ
り
利
用
者
数
が
増
加
し
た
。

集
落
巡
回
で
の
新
規
利
用
者
獲
得
が
ほ
ぼ
な
か
っ

た
。

Ａ

5
5
．

子
ど
も
た
ち
の
読

書
活
動
と
学
習
活

動
を
支
援

お
話
会
（
各
保
育

所
・
支
援
セ
ン

タ
ー
・
美
術
館

等
）
 
5
5
回

小
中
学
習
資
料
貸

出
 
3
,
5
0
0
冊

子
ど
も
が
楽
し
め

る
行
事
 
年
２
回

お
話
会
 
5
0
回
＋
３
回
（
※
6
2
主
催
事
業
）

　
保
育
所
 
3
6
回

　
支
援
セ
ン
タ
ー
 
1
2
回

　
バ
イ
オ
リ
ン
美
術
館
 
２
回

学
習
資
料
貸
出
　
小
学
校
1
,
7
5
0
冊

　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
1
,
1
4
8
冊

図
書
館
サ
イ
コ
ロ
く
じ

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
共
催
（
折
り
紙
教
室
・
し

お
り
作
り
）

【
成
果
】

【
課
題
】

お
話
会
に
手
遊
び
等
を
取
り
入
れ
て
内
容
が
充
実
し

た
。

ま
た
、
仁
の
里
・
な
の
花
で
音
読
教
室
実
施
に
協
力

し
た
。

職
員
の
接
客
対
応
の
研
修
を
実
施
し
、
会
話
ス
キ
ル

の
更
な
る
向
上
を
目
指
す
。
ま
た
、
お
話
会
以
外
で

の
読
書
推
進
策
を
計
画
実
行
す
る
。

Ａ

5
6
．

乳
幼
児
の
読
書
に

親
し
む
き
っ
か
け

づ
く
り

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
回

ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド

４
回

健
診
時
の
お
は
な

し
会
　
４
回

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
　
2
7
組

　
６
か
月
健
診
を
利
用
し
て
絵
本
の
楽
し
さ
、

　
重
要
性
を
親
子
に
体
験
し
て
も
ら
う
。

　
絵
本
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
　
2
5
組
（
１
歳
児
）

　
保
健
師
の
自
宅
訪
問
事
業
に
協
力
。

　
好
き
な
絵
本
２
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

　
そ
の
後
の
図
書
館
利
用
に
つ
な
げ
る
。

健
診
時
お
話
会
（
２
歳
、
５
歳
各
２
回
）

健
診
時
絵
本
配
本
（
３
歳
児
２
回
）

【
成
果
】

【
課
題
】

幼
児
期
に
親
子
で
図
書
館
利
用
の
契
機
と
な
っ
て
い

る
。
出
生
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
着
実
な
図
書
館

利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

保
育
経
験
の
豊
富
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
事
業
へ
関

わ
っ
て
も
ら
い
、
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

子
ど
も
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
家
庭
が
偏
っ

て
い
る
の
で
、
保
護
者
へ
の
啓
発
が
必
要
。

そ
の
後
の
児
童
の
読
書
活
動
に
ど
う
つ
な
ぐ
の
か
が

重
要
な
課
題
。

Ａ

Ａ
Ａ

―
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5
7
．

郷
土
資
料
の
収

集
・
適
正
管
理
保

存
・
提
供

新
規
収
集
・
適
正

保
存
 
1
0
0
冊

展
示
に
よ
る
周

知
・
継
承
 
年
１

回

郷
土
資
料
1
4
2
冊
を
新
規
に
受
入
。

三
徳
山
・
三
朝
温
泉
コ
ー
ナ
ー
及
び
郷
土
資
料
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
。

県
内
発
行
機
関
誌
の
整
理
及
び
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
公

開
。

国
内
外
の
姉
妹
都
市
関
係
資
料
の
公
開
。

【
成
果
】

【
課
題
】

行
政
資
料
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
明
確
化
し
、
保
留
と

な
っ
て
い
た
郷
土
資
料
を
新
規
に
受
入
で
き
た
こ

と
。

ま
た
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
の
配

置
を
工
夫
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
よ
り
持
ち
帰
り
が
増

え
た
。

郷
土
資
料
展
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

郷
土
資
料
に
つ
い
て
職
員
の
「
知
る
努
力
」
が
望
ま

れ
る
。

Ｂ

5
8
．

人
と
本
の
出
会
い

の
場
づ
く
り

テ
ー
マ
選
書
展
示

2
0
回

教
室
の
開
催
　
2
0

回

テ
ー
マ
選
書
展
示
　
2
2
回
（
年
1
2
回
＋
1
0
回
）

　
季
節
の
話
題
・
社
会
情
勢
等
の
中
か
ら

　
テ
ー
マ
を
選
び
、
関
連
図
書
を
期
間
限
定
で

　
展
示
し
て
利
用
者
の
資
料
利
用
の
動
機
付
け

　
と
す
る
。

（
児
童
向
）
母
の
日
・
父
の
日
特
集
/
梅
雨
特
集
/
ひ

な
祭
り
／
節
分
／
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
／
こ
ど
も
の
読

書
週
間
/
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
特
集
　
等

（
一
般
向
）
家
で
楽
し
む
美
（
写
真
集
）
/
花
・
野

菜
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
/
自
死
予
防
対
策
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
／
動
物
愛
護
週
間
展
示
/
芥
川
賞
・
直
木
賞

特
集
　
等

教
室
（
英
語
村
）
　
月
２
回
（
６
月
～
）
計
2
0
回

【
成
果
】

【
課
題
】

月
毎
に
展
示
を
入
れ
替
え
て
本
の
紹
介
が
で
き
た
。

ま
た
、
雑
貨
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
上
手
に
活
用
し
て
利
用
者

の
興
味
を
引
く
展
示
と
な
っ
た
の
で
貸
し
出
し
に
な

る
本
が
多
か
っ
た
。

今
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
内
容
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
展
示
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
機
関
を
増
や

す
。

Ａ

5
9
．

地
域
住
民
の
活
動

発
表
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進

特
集
・
共
催
展
示

1
0
回

図
書
館
行
事
 
６

回 ミ
ニ
講
座
 
２
回

図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
 
５

名

展
示
 
1
0
回
（
町
民
・
関
係
機
関
・
団
体
連
携
）

　
自
閉
症
啓
発
/
あ
な
た
に
送
り
た
い
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
/
行
政
相
談
週
間
/
北
方
領
土
問
題
/
河
内
一

恵
パ
ス
テ
ル
画
展
/
結
核
・
性
感
染
症
予
防
啓
発
/
春

の
子
ど
も
読
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
/
サ
イ
コ
ロ
・
と

し
ょ
か
ん
ク
ジ
/
県
民
の
日
パ
ネ
ル
展
示
/
福
田
優
子

油
絵
水
彩
画
展

主
催
行
事
 
各
１
回

　
お
は
な
し
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
/
テ
ー
マ
展
示
/

お
り
が
み
教
室
/
古
本
市
/
本
の
福
袋

【
成
果
】

【
課
題
】

町
民
や
団
体
、
行
政
機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
、
年
間
を
と
お
し
た
展
示
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
座
等
開
催
が
で

き
な
か
っ
た
。
感
染
防
止
対
策
を
と
り
再
開
に
向
け

て
検
討
す
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
育
成
、
掘
り
起
こ
し
に
努

め
、
新
た
な
発
想
か
ら
「
読
む
」
こ
と
の
動
機
付
け

に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

Ｂ
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6
0
．

青
少
年
劇
場
開
催

事
業

開
催
回
数
　
年
１

回

生
徒
を
対
象
に
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提

供
し
、
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
健
全
な
育
成
を
図
っ

た
。

【
演
劇
】
1
0
0
万
回
生
き
た
ね
こ
（
1
2
月
８
日
）

【
人
数
】
小
学
生
　
全
学
年
　
2
8
9
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
　
 
3
8
人
　
計
3
2
7
人

【
成
果
】

【
課
題
】

優
れ
た
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
で
、
健
全
な
育
成
に
資

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
調
整
に
よ

り
、
２
回
の
上
演
が
行
わ
れ
、
全
児
童
が
鑑
賞
で
き

た
。

特
に
な
し

Ａ

◎
引
き
続
き
、
優
れ
た
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

★
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
な
の

で
、
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
。

6
1
．

山
口
恵
梨
子
杯
将

棋
大
会
開
催
事
業

大
会
参
加
者
数

8
0
人

日
本
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
棋
士
を
招
致

し
プ
ロ
の
世
界
に
触
れ
る
機
会
提
供
す
る
こ
と
で
、

本
町
の
文
化
活
動
の
発
展
、
振
興
に
資
す
る
と
共

に
、
観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
。

　 【
場
所
】
ブ
ラ
ン
ナ
ー
ル
み
さ
さ
（
1
1
月
１
日
）

【
参
加
者
数
】
　
9
5
人
（
申
込
者
数
9
8
人
）

【
成
果
】

【
課
題
】

山
口
恵
梨
子
氏
の
招
へ
い
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
町

外
か
ら
多
く
の
参
加
者
を
得
て
盛
大
に
開
催
で
き

た
。

町
内
参
加
者
は
わ
ず
か
１
名
で
、
観
光
振
興
の
み
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
社
会
教
育
に
主
眼

を
置
い
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ

◎
町
民
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
は
、
大
変
残
念
で
あ

り
、
事
前
の
宣
伝
行
事
を
含
め
て
工
夫
を
要
す
る
。

6
1
．

山
口
恵
梨
子
杯
将
棋
大
会
開
催
事
業

→
日
本
文
化
と
し
て
の
将
棋
を
知
っ
て
い
た
だ
く
観

点
で
、
子
ど
も
向
け
の
教
室
の
開
催
な
ど
検
討
し
て

み
た
い
。

(
4
)

ふ
る
さ
と
愛
の

醸
成

Ⅰ
.

ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
教
育
の
推

進

6
2
．

文
化
振
興
事
業

文
化
芸
術
サ
ー
ク

ル
団
体
数
　
2
2
団

体 加
入
者
数
　
2
3
0

人

文
化
芸
術
サ
ー
ク
ル
　
2
0
団
体

加
入
者
数
　
1
9
8
人

　
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動
支
援
と
し
て
、
各

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
チ
ラ
シ
の
配
布
や
芸
能
文
化
祭
、

町
民
作
品
展
の
開
催
支
援
を
実
施
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
、
芸
能
文
化
祭
、
町
民
作

品
展
を
実
施
し
、
活
動
機
会
の
提
供
に
努
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
各
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
に
く
い
状
況
が

続
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
十
分
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
な
か
っ
た
。

Ｂ
Ｂ

Ａ

◎
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
関
連
団
体
の

加
入
者
数
と
団
体
数
は
と
も
に
目
標
の
８
割
以
上
を

達
成
し
て
い
る
。

サ
ー
ク
ル
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
的
に
や
っ

て
ほ
し
い
。

6
2
．

文
化
振
興
事
業

→
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
中
で
サ
ー
ク
ル
の
意
見

を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
、
活
動
の
紹
介
や
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

6
3
．

三
朝
町
音
楽
祭
開

催
事
業

参
加
団
体
数
　
５

団
体
以
上

芸
能
文
化
祭
と
の
併
催
等
、
様
々
な
形
態
の
開
催
方

法
を
検
討
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
最
終
的
に
開
催
を
断
念
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

一
旦
白
紙
に
戻
し
、
芸
能
文
化
祭
等
、
他
の
町
内
行

事
等
を
活
用
し
た
文
化
活
動
の
披
露
の
場
を
模
索
す

る
。

Ｄ

◎
実
施
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
、
Ｄ
評
価
で
は
な

く
、
評
価
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

6
4
．

無
形
民
俗
文
化
財

保
存
継
承
事
業

ジ
ン
シ
ョ
の
実
施

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
三
朝
の
ジ
ン
シ
ョ
」
の

伝
承
の
た
め
、
行
事
の
実
施
に
係
る
経
費
の
一
部
に

つ
い
て
補
助
金
交
付
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
花
湯
ま
つ
り
と
併
せ
て
中
止

と
な
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
つ
り
の
実
施
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
ジ
ン
シ
ョ
の
保

存
・
伝
承
に
向
け
た
取
り
組
み
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
助
言
、
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

Ｄ

◎
コ
ロ
ナ
後
の
活
動
に
向
け
、
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
。

6
4
．

無
形
民
俗
文
化
財
保
存
継
承
事
業

→
ジ
ン
シ
ョ
の
保
存
・
伝
承
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
補
助
事
業
に
よ
る
支
援
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。

6
5
．

三
徳
山
遺
跡
発
掘

調
査
等
事
業

調
査
成
果
報
告
と

公
表

三
徳
山
世
界
遺
産
登
録
運
動
の
一
環
と
し
て
、
継
続

し
て
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
実
施
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
と
連
動
し
、
直
近
の
調
査

成
果
を
踏
ま
え
た
報
告
会
を
開
催
し
た
。

測
量
面
積
　
4
7
0
㎡

報
告
会
　
令
和
３
年
３
月
７
日

　
　
　
　
（
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
連
動
）

公
表
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
成
果
】

【
課
題
】

神
倉
「
湯
」
地
点
に
お
い
て
ト
レ
ン
チ
調
査
と
、
複

数
の
遺
構
の
測
量
を
実
施
し
、
遺
構
の
デ
ー
タ
収
集

及
び
解
析
に
努
め
、
氷
室
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
の
４

基
の
う
ち
３
基
の
測
量
を
終
え
た
。

令
和
３
年
３
月
７
日
に
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
と

連
動
し
、
調
査
研
究
報
告
会
を
開
催
し
た
。

調
査
指
導
を
依
頼
で
き
る
有
識
者
が
１
名
の
た
め
、

日
程
や
天
候
等
の
関
係
で
調
査
の
進
捗
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
現
時
点
で
遺
物
の
検
出
を
伴
っ
て
お
ら

ず
、
遺
跡
と
し
て
の
評
価
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

Ａ

◎
非
常
に
価
値
の
高
い
文
化
遺
産
で
あ
る
の
で
、
町

内
の
盛
り
上
が
り
を
含
め
、
一
層
の
保
護
・
活
用
に

努
め
て
も
ら
い
た
い
。

6
6
．

史
跡
等
保
存
活
用

計
画
策
定
事
業

保
存
活
用
計
画
の

策
定
・
公
表

「
名
勝
及
び
史
跡
三
徳
山
」
と
「
名
勝
小
鹿
渓
」
指

定
地
は
地
理
的
に
近
接
し
、
調
査
研
究
に
よ
り
名
勝

小
鹿
渓
の
指
定
地
で
も
三
徳
山
に
関
係
す
る
宗
教
活

動
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
体
的

に
保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
。

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
委
員
会
及
び
文
化
庁
協
議
が

予
定
通
り
行
え
ず
、
ま
た
、
小
鹿
渓
の
指
定
範
囲
の

整
理
に
時
間
を
要
し
、
当
初
予
定
し
た
期
間
で
策
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

専
門
性
が
高
く
、
２
箇
所
の
異
な
る
文
化
財
の
価
値

を
理
解
し
、
１
つ
の
計
画
に
表
現
す
る
こ
と
に
時
間

を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
活
用
、
整
備
面
に
お
け
る

地
元
住
民
の
意
思
統
一
が
図
れ
ず
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

Ｄ

6
7
．

世
界
遺
産
登
録
促

進
事
業

調
査
成
果
報
告
会

１
回

三
徳
山
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
調
査
研
究
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
三

徳
山
の
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し

た
。

【
場
所
】
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
（
３
月
７
日
）

【
参
加
者
数
】
　
4
1
人

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
つ
つ
、
日
本
山
岳
修
験
学
会
理

事
の
山
本
義
孝
氏
を
講
師
に
、
神
倉
「
湯
」
地
点
に

お
け
る
氷
室
に
係
る
調
査
研
究
報
告
を
行
っ
た
。

三
徳
山
遺
跡
発
掘
調
査
等
事
業
と
連
動
し
、
計
画
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ

―(
2
)

豊
か
な
心
の
醸

成 Ⅱ
.

情
操
教
育
の
推

進
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6
8
．

日
本
遺
産
魅
力
発

信
推
進
事
業

御
幸
行
列
の
実

施
、
情
報
発
信
、

日
本
遺
産
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
参
加

日
本
遺
産
三
徳
山
三
朝
温
泉
を
守
る
会
が
実
施
す
る

事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
た
。

日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
旧
サ
ミ
ッ
ト
）
及
び

日
本
遺
産
連
盟
総
会
に
参
加
し
、
広
報
及
び
他
認
定

団
体
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

三
徳
山
御
幸
行
列
（
三
朝
温
泉
大
回
り
）
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

　
日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
参
加

　
三
徳
山
御
幸
行
列
　
中
止

　
情
報
発
信
　
実
施

【
成
果
】

【
課
題
】

コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
日
本
遺
産
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
の
Ｐ
Ｒ
の
実
施
に
よ
り
、
日
本
遺
産
三

徳
山
三
朝
温
泉
の
周
知
を
図
っ
た
。

三
徳
山
御
幸
行
列
は
延
期
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
開

催
を
目
指
さ
れ
て
い
る
。

文
化
庁
に
よ
り
、
日
本
遺
産
認
定
地
の
入
れ
替
え
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
認
定
か
ら
６
年
間
の
当
初
事
業

計
画
期
間
が
満
了
と
な
る
初
年
度
認
定
団
体
1
8
団
体

（
三
朝
町
含
む
）
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ

6
9
．

文
化
財
保
護
調
査

委
員
会
費

委
員
会
開
催
 
２

回
、
視
察
研
修

１
回

委
員
会
の
開
催
及
び
、
開
発
行
為
等
に
伴
う
現
地
確

認
、
関
係
者
協
議
等
を
実
施
し
た
。

視
察
研
修
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
鑑
み
中
止
と
し
た
。

【
委
員
会
】
　
１
回

【
現
地
協
議
・
確
認
】
　
５
回

【
成
果
】

【
課
題
】

計
画
さ
れ
る
開
発
行
為
に
対
し
、
適
宜
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

現
在
、
各
地
域
協
議
会
エ
リ
ア
か
ら
１
名
と
外
部
識

者
１
名
の
計
６
名
で
構
成
し
て
い
る
が
、
町
内
か
ら

新
た
な
委
員
を
選
定
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。

Ｂ

7
0
．

名
勝
及
び
史
跡
三

徳
山
史
跡
等
買
上

げ
事
業

約
9
5
,
1
7
2
㎡
を
公

有
地
化

「
名
勝
及
び
史
跡
三
徳
山
」
の
指
定
範
囲
に
あ
る
民

有
地
は
、
地
域
の
過
疎
化
・
高
齢
化
に
よ
り
所
有
者

が
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

荒
廃
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
県
補
助
金
を
活

用
し
て
公
有
地
化
を
行
っ
た
。

【
公
有
化
面
積
】
　
9
2
,
1
0
7
.
0
0
㎡

【
立
木
補
償
】
　
　
1
,
5
3
2
.
0
8
㎥

【
成
果
】

【
課
題
】

当
初
予
定
し
た
土
地
を
購
入
、
公
有
地
化
を
行
う
こ

と
で
文
化
財
の
適
正
な
保
護
に
資
す
る
こ
と
が
で
き

た
（
測
量
の
実
施
に
伴
い
想
定
よ
り
面
積
減
少
）
。

令
和
３
年
度
が
事
業
最
終
年
度
。

新
た
な
遙
拝
所
整
備
の
状
況
を
見
つ
つ
、
旧
遙
拝
所

正
面
の
植
林
地
（
本
事
業
で
公
有
地
化
）
の
管
理
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ

7
1
．

県
指
定
保
護
文
化

財
三
徳
山
三
仏
寺

建
造
物
群
保
存
修

理
事
業

鳥
取
県
指
定
保
護

文
化
財
「
十
一
面

観
音
堂
」
の
部
分

修
理
の
実
施

「
名
勝
及
び
史
跡
三
徳
山
」
の
中
核
を
な
す
厳
正
保

全
区
域
に
お
い
て
、
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
の
修
復

事
業
に
対
し
て
支
援
を
予
定
し
て
い
た
が
、
所
有
者

か
ら
事
業
延
期
の
申
し
出
が
あ
り
、
延
期
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

所
有
者
三
徳
山
三
佛
寺
か
ら
の
事
業
延
期
の
申
し
出

が
あ
り
、
事
業
延
期
。
実
施
時
期
未
定
。

三
徳
山
三
佛
寺
は
令
和
４
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て

い
た
が
、
令
和
３
年
３
月
に
文
殊
堂
（
重
文
）
及
び

収
蔵
庫
の
屋
根
の
破
損
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
優
先

順
位
を
整
理
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
（
県
担
当

課
と
も
情
報
共
有
済
み
）
。

Ｄ

◎
申
請
が
な
い
と
で
き
な
い
事
業
を
評
価
す
る
の

は
、
申
請
さ
れ
な
け
れ
ば
対
象
に
な
ら
な
い
し
、
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。
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―
7
2
．

教
育
委
員
視
察
研

修
事
業

先
進
地
視
察
　
年

１
回

新
時
代
を
拓
く
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
る
先
進
地

を
視
察
し
、
町
内
教
育
活
動
に
活
用
す
る
。

【
成
果
】

【
課
題
】

愛
媛
県
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
教
育
委
員
会
研
修
に

参
加
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
代
替
で

開
催
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
研
修
会
に
参
加
し

た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
確
実
に
研
修
を
実
施
で
き
る

よ
う
機
会
を
確
保
し
た
い
。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
も
ち
ゃ
ん
と
研
修
を
し
た
の

だ
か
ら
、
い
い
と
思
う
。

7
3
．

調
理
セ
ン
タ
ー
施

設
管
理
事
業

施
設
の
確
実
な
点

検
の
実
施

調
理
機
器
、
殺
菌
水
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て

は
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月

害
虫
防
除
作
業
を
実
施
し
、
衛
生
管
理
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
機
器
等
に
不
具
合
が
出
た
場
合
は
直
ち

に
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

【
成
果
】

【
課
題
】

調
理
室
入
り
口
の
手
洗
い
シ
ン
ク
を
大
型
の
も
の
に

取
り
換
え
た
結
果
、
肘
ま
で
洗
え
る
よ
う
に
な
り
、

衛
生
面
が
向
上
し
た
。
ま
た
、
検
収
室
に
も
手
洗
い

を
設
置
し
、
検
収
時
の
手
洗
い
が
容
易
に
な
っ
た
。

今
後
も
機
器
等
に
不
具
合
が
出
た
場
合
は
直
ち
に
修

繕
し
、
安
定
し
た
給
食
の
提
供
に
努
め
る
。

Ａ

◎
引
き
続
き
、
安
全
・
安
心
で
き
る
施
設
と
な
る
よ

う
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

7
4
．

調
理
セ
ン
タ
ー
施

設
改
修
事
業

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

ダ
ス
タ
ー
電
磁
開

閉
器
等
取
替
工
事

フ
ー
ド
ス
ラ
イ

サ
ー
更
新
工
事

鮮
度
保
持
冷
蔵
庫

更
新

消
毒
保
管
庫
更
新

等
の
実
施

令
和
２
年
度
ま
で
の
施
設
更
新
計
画
の
う
ち
、
令
和

２
年
度
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
ダ
ス
タ
ー
、
フ
ー
ド
ス

ラ
イ
サ
ー
、
超
音
波
洗
浄
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
消
毒

保
管
庫
等
を
更
新
し
た
。

【
成
果
】

【
課
題
】

平
成
2
9
年
度
か
ら
順
次
行
っ
て
い
る
機
械
の
更
新
が

進
み
、
安
定
し
た
給
食
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
年
度
で
重
要
な
機
器
の
更
新
が
全
て
完
了
し

た
。

今
後
は
更
新
を
見
送
っ
た
機
器
の
様
子
を
見
な
が

ら
、
逐
次
修
繕
等
を
実
施
し
て
い
く
。

Ａ

※
　
事
務
局
評
価
を
み
さ
さ
っ
子
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
目
標
と
具
体
的
施
策
ご
と
の
評
価
に
換
算
し
た
場
合

Ａ

(
3
)

健
や
か
な
体
の

育
成

Ⅱ
.

健
康
教
育
の
推

進

Ａ
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９ 教育委員の活動状況報告  

(１) 教育長・教育委員の在任状況 

職  名 氏  名 就任（再任）年月日 任  期 保護者 

教育長 西田 寛司 令和 ２年 １月１日 令和４年12月31日  

教育長職務代理者 芦田 準子 平成29年10月１日 令和３年９月30日 ○ 

委員 塩谷 俊樹 平成30年10月１日 令和４年９月30日  

委員 石田 仁樹 令和 元年10月１日 令和５年９月30日  

委員（就任） 加藤るみ子 令和 ２年10月１日 令和６年９月30日  

退任（任期満了） 大丸 満壽 平成28年10月１日 令和２年９月30日  

 

(２) 委員の異動 

   大丸満壽委員の任期満了に伴い、令和２年９月に開催された令和２年第５回三朝町議会定

例会において、加藤るみ子氏を教育委員とする議案を提案。全会一致で議決（同意）されま

した。 

 

(３) 教育委員会会議の開催状況 

  ① 開催状況 

    定例会 １２回（月に１回開催） 

    臨時会  ４回（令和２年５月に２回、令和２年 10月と令和３年３月に各１回開催） 

 

    毎月１回の定例会と４回の臨時会を開催しました。会議の内容としては、定例の教育行

政にかかる議案や報告はもとより、コロナ禍における学校運営や社会教育に関する内容を

はじめ、「三朝小学校施設等整備計画」の策定に向けた協議を重ねたほか、ＧＩＧＡスクー

ル構想の実現に向けた町内小中学校の取り組み等を取り上げながら、各教育委員が高い意

識を持って、それぞれの専門的見地から議論を行いました。 

 今後も、「三朝町教育大綱」及び「みささっ子教育ビジョン」の基本理念に基づき、目指

す子ども像の実現に向けた各種施策に沿って具体的事業を進めていくための議論を重ねる

とともに、地域に根差した特色ある教育活動を展開していくため、教育委員一人ひとりが

地域教育行政の重要な決定の責を担っていることを常に自覚し、職務を遂行していかなけ

ればなりません。 

 

  ② 付議件数 

区分 内容 件数 

議案 規則等に関すること １１件 

議会の議決を経るべき議案に関すること １１件 

人事に関すること ７件 

委員の委嘱等に関すること ４件 

その他 ６件 

協議 児童生徒に関すること ほか ２２件 
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③ 会議の詳細 

会議名（年月日） 議題等 内  容 

第４回定例会 

（令和２年４月 22 日） 

第 18 号 令和２年度小・中学校主任及び主事の任命について 

協議 通級指導教室の指導希望について 

協議 

鳥取県中部地区教科用図書採択協議会委員の三朝町

教育委員会が選出する採択協議会委員の選出につい

て 

協議 三朝町男女共同参画審議会の委員の推薦について 

協議 三朝町教育行政評価制度について 

協議 三朝町教育大綱について 

報告 ４件 

第２回臨時会 

（令和２年５月 13 日） 

協議 令和元年度教育委員会評価について 

報告 ３件 

第５回定例会 

（令和２年５月 20 日） 

第 19 号 三朝町教育行政評価委員の委嘱について 

協議 令和２年度国際交流の方向性について 

協議 通級指導教室の指導希望について 

協議 三朝町小学校施設整備について 

協議 三朝町教育大綱について 

報告 ７件 

 第３回臨時会 

（令和２年５月 27 日） 

第 20 号 
令和２年度教育関係費補正予算（令和２年６月）につ

いて 

報告 なし 

第６回定例会 

（令和２年６月 29 日） 

第 21 号 
令和２年度教育関係費補正予算（令和２年７月）につ

いて 

協議 令和２年度三朝町教育事業計画書について 

協議 通級指導教室の指導希望について 

協議 三朝小学校施設整備について 

協議 教育財産について 

報告 ６件 

第７回定例会 

（令和２年７月 31 日） 

協議 三朝小学校施設整備について 

協議 通級指導教室の指導希望について 

報告 ５件 

第８回定例会 

（令和２年８月 26 日） 

第 22 号 
令和３年度から使用する中学校教科用図書（「特別の

教科道徳」を除く）の採択について 

第 23 号 
令和２年度教育関係費補正予算（令和２年９月）につ

いて 

第 24 号 令和元年度教育関係費歳入歳出決算について 

第 25 号 三朝町指定文化財の指定について 

報告 ６件 

第９回定例会 

（令和２年９月 24 日） 

第 26 号 三朝町社会教育委員会会議規則の制定について 

報告 ７件 

第４回臨時会 

（令和２年 10 月 15 日） 

協議 小学校施設整備について 

報告 なし 

第 10 回定例会 

（令和２年 10 月 29 日） 

協議 通級指導教室の指導希望について 

報告 ６件 

第 11 回定例会 

（令和２年 11 月 27 日） 

第 27 号 
令和２年度教育関係費補正予算（令和２年 11 月）に

ついて 

第 28 号 
令和２年度教育関係費補正予算（令和２年 12 月）に

ついて 

第 29 号 
三朝町立中学校及び小学校設置条例の一部改正につ

いて 

報告 ６件 

27



会議名（年月日） 議題等 内  容 

第 12 回定例会 

（令和２年 12月 24日） 

第 30 号 専決処分の承認を求めることについて 

第 31 号 中学校外国語指導助手の再任用について 

第 32 号 
財産の取得について（令和２年度名勝及び史跡三徳山史

跡等買上げ事業） 

協議 通級指導教室の指導希望について 

報告 ５件 

第１回定例会 

（令和３年１月 27 日） 

協議 通級指導教室の指導希望について 

報告 ６件 

第２回定例会 

（令和３年２月 19 日） 

第１号 
令和２年度教育関係費補正予算（令和３年３月）につい

て 

第２号 令和３年度教育関係費当初予算について 

第３号 
三朝町調理センターの設置及び管理に関する条例の制

定について 

第４号 三朝町教育委員会表彰について 

第５号 専決処分の承認を求めることについて 

第６号 三朝町教育委員会事務局職員の人事（出向）について 

協議 通級指導教室の指導希望について 

協議 三朝町都市計画審議会委員の推薦について 

報告 ４件 

第１回臨時会 

（令和３年３月 12 日） 

第７号 令和２年度末三朝町学校職員人事異動内申について 

報告 なし 

第３回定例会 

（令和３年３月 24 日） 

第８号 
三朝町調理センターの管理及び運営に関する規則の設

定について 

第９号 三朝町教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

第 10 号 
三朝町教育委員会教育長に対する事務委任規則の一部

改正について 

第 11 号 三朝町立小・中学校管理規則の一部改正について 

第 12 号 三朝町教育委員会勤務評定規程の廃止について 

第 13 号 
職員の週休日の割振りに関する規程の一部改正につい

て 

第 14 号 三朝町共同学校事務室運営要綱の一部改正について 

第 15 号 
三朝町教育委員会ハラスメント防止要綱の設定につい

て 

第 16 号 

三朝町立学校事務職員の標準的な職務内容及び具体的

内容並びに事務職員の職務の遂行に関する要綱の設定

について 

第 17 号 
三朝町立小・中学校におけるタブレット端末使用規程の

設定について 

第 18 号 令和３年度小中学校医等の委嘱について 

第 19 号 三朝町スポーツ推進委員の委嘱について 

第 20 号 三朝町文化財保護調査委員会委員の委嘱について 

第 21 号 三朝町人権教育推進員の任命について 

第 22 号 令和３年度小中学校職員等の配置について 

第 23 号 三朝町教育委員会事務局職員の人事（出向）について 

第 24 号 三朝町教育委員会事務局職員の任命について 

報告 10 件 

 

(４) 小中学校及び園への計画訪問 

   本町の教育現場の現状と運営状況について把握するため、教育委員と事務局職員及び中部

教育局指導主事が計画訪問を行いました。 

   学校計画訪問は年２回、半日ずつ小学校（前期：６月 24日午後、後期：10月 28日午後）
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と中学校（前期：６月 17日午前、後期：10月 19日午後）を訪問しました。その中で、懇談

においては全国学力・学習状況調査の結果をもとに学習の取り組みについて意見交換を行い

ながら、今後の進め方についての理解を深める場となりました。 

また、町内の園についても、みささこども園（10月 28日）、賀茂保育園（11月 12日）、竹

田保育園（10月 21日）へ各１回訪問を行いました。 

  【教育委員の訪問内容】 

   ① 各学校長（園長）への学校（園）運営等（具体的な取り組み）に関する聞き取り 

   ② 保育、授業等視察 

   ③ 職員との意見交換と指導、助言等 

 

(５) その他の主な活動 

令和２年度の大きな課題である小学校施設整備の検討については、総合教育会議を２回開

催し、建設候補地の選定や整備基本計画について松浦町長と意見交換や情報共有を行い、実

施設計の着手に向けた考え方の整理を図りました。 

   その他、各種研修会へ参加し、他市町村の教育関係機関と幅広い意見交換を行うことで、

今後の本町における円滑な教育行政の推進に資する機会としました。 

年月日 内 容 訪問場所 

令和２年５月 27日 令和２年度第１回総合教育会議 三朝町役場 

令和２年 10月 19日 令和２年度第２回総合教育会議 三朝町役場 

令和２年 11月 10日 東伯地区・倉吉市教育委員会合同研修会 北栄町役場 

令和３年１月 15日 市町村教育委員会委員研修会 
三朝町役場（オンライ

ン） 
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